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-
同
治
期

(
幕
末
維
新
期
)
の
中
琉
日
閲
係
再
考

|
|
向
泰
冊
封
問
題
と
そ
の
周
遺
|
|

西

里

宣

'ー

イ丁

は

め

に

第
一
章
琉
球
使
節
の
進
京
問
題
と
参
府
問
題

第
一
節
中
琉
関
係
に
お
け
る
進
京
問
題

第
二
節
目
琉
関
係
に
お
け
る
参
府
問
題

第
二
章
向
泰
加
封
を
め
ぐ
る
諸
問
題

第
一
節
中
琉
閥
係
に
お
け
る
向
泰
加
封
問
題

第
二
節
目
琉
閥
係
に
お
け
る
向
泰
加
封
問
題

お

わ

に
じ

り

は

じ

め

て
き
た
琉
球
王
国
は
、

一
七
世
紀
の
初
頭
以
来
、
中
園
(
明
・
清
)
と
日
本
(
薩
摩
藩
)
の
両
国
に
従
属
し
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
惇
統
的
園
際
秩
序
の
一
環
を
占
め

ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
一
九
世
紀
四

0
年
代
以
来
、
欧
米
列
強
が
地
政
撃
的
闘
心
に
も
と
マ
つ
い
て
琉
球
列
島
へ
押
し
寄
せ
、

(
I
)
 

王
国
の
主
権
(
所
属
)
を
問
題
に
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
内
外
共
に
困
難
な
事
態
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

停
統
的
圃
際
秩
序
の
中
で
は
、

日
琉
(
薩
琉
)
閥
係
を
封
外
的
に
隠
蔽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
封
進
貢
瞳
制
の
一
環
と
し
て
の
中
琉
閥
係
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も
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
世
紀
も
五

0
年
代
に
入
る
と
、
所
謂
「
隠
蔽
策
」
を
維
持
し
積
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日

清
雨
園
の
「
内
憂
外
患
」
に
よ
っ
て
、
停
統
的
秩
序
の
枠
組
み
を
保
持
す
る
こ
と
さ
え
至
難
の
問
題
と
な
り
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。

日
清
の
内
乱
や
政
争
が
停
統
的
統
治
シ
ス
テ
ム
を
機
能
不
全
に
陥
れ
、
内
政
・
外
交
の
諸
分
野
で
未
曾

(
2
)
 

有
の
事
態
を
現
出
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
日
清
雨
圃
に
お
け
る
未
曾
有
の
事
態
は
、
従
来
の
惇
統
的
な
中
琉
閥
係
と

一
九
世
紀
の
五

0
1
六
0
年
代
に
、

そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
日
琉
(
薩
琉
)
関
係
の
あ
り
方
を
も
左
右
し
、
一
七
世
紀
以
来
の
中
琉
日
関
係
の
枠
組
み
に
「
嬰
容
」
を
迫
る
こ
と
に

な
る
。
日
清
雨
園
の
内
乱
や
政
争
と
連
動
し
な
が
ら
、
新
た
に
浮
上
し
た
鐸
銭
用
あ
る
い
は
武
器
製
造
用
の
鋼
材
献
納
問
題
、
琉
球
使
節
の
北

京
行
き
や
江
戸
上
り
の
問
題
、
向
泰
冊
封
を
め
ぐ
る
諸
問
題
な
ど
は
、
王
園
の
存
亡
に
関
わ
る
危
機
的
要
因
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し

争
一
ミ

O

J

ム
し従
来
、
成
豊
・
同
治
期
の
内
乱
や
幕
末
維
新
期
の
政
争
を
覗
野
に
入
れ
な
が
ら
、
以
上
の
諸
問
題
を
、
停
統
的
な
中
琉
日
闘
係
に
「
内
在
」

(
4
)
 

す
る
特
徴
的
な
一
局
面
と
み
な
し
て
、
個
別
的
に
論
及
し
た
先
行
研
究
は
若
干
存
在
す
る
も
の
の
、
こ
の
時
期
に
新
た
に
浮
上
し
た
諸
問
題
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
直
し
、
停
統
的
秩
序
の
「
嬰
容
」
の
貰
態
と
そ
の
一
幣
史
的
意
義
に
つ
い
て
十
分
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
本
稿
の
課
題
は
次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
成
町
四
旦
・
同
治
期
、
幕
末
維
新
期
の
中
琉
日
開
係
を
揺
る
が
せ
た
諸
問
題
の
中

か
ら
、
向
泰
加
封
問
題
と
そ
の
周
遣
の
諸
問
題
を
取
り
上
げ
、
日
清
雨
園
の
動
乱
は
中
琉
日
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
中

琉
日
三
国
の
昔
局
者
は
動
乱
の
渦
中
で
中
琉
日
開
係
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
封
庭
策
(
選
捧
肢
)
を
模
索
し
た
の
か
と
い
う
問

題
意
識
と
覗
角
か
ら
再
検
討
を
加
え
、
新
た
な
史
賓
と
論
賠
を
提
示
す
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

信
用
一
土
早

琉
球
使
節
の
準
京
問
題
と
参
府
問
題

677 

成
豊
・
同
治
期
即
ち
幕
末
維
新
期
に
、
惇
統
的
な
中
琉
日
関
係
の
継
績
を
困
難
に
陥
れ
る
重
要
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
、
動
乱
・
政
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争
の
渦
中
に
あ
っ
た
清
園
と
日
本
へ
の
琉
球
使
節
の
祇
遣
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
向
泰
冊
封
問
題
の
前
提
と
し
て
琉
球
使
節

の
抵
遣
問
題
を
検
討
し
、
こ
の
時
期
の
中
琉
日
関
係
の
「
饗
容
」
の
賓
態
と
「
危
機
」
の
内
賓
に
迫
り
た
い
。

第
一
節

中
琉
闘
係
に
お
け
る
進
京
問
題

定
期
的
進
貢
の
た
め
の
進
貢
使
、
皇
帝
の
即
位
祝
賀
の
た
め
の
慶
賀
使
、
雇
額
等
の
頒
賜
に
感
謝
す
る
た
め
の
謝
恩
使
な
ど
が
、
皇
帝
拝
謁

(
日
)

の
た
め
に
北
京
へ
赴
く
こ
と
を
進
京
と
い
う
。
琉
球
使
節
の
進
京
は
中
琉
闘
係
の
維
持
・
確
認
の
た
め
に
不
可
欽
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
琉
球

(
6
)
 

王
国
に
と
っ
て
は
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
、
重
要
な
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
二
年
一
貢
の
規
定
に
従
っ
て
隔
年

ご
と
に
祇
遣
さ
れ
る
琉
球
の
進
貢
使
は
、
通
常
、
九
月
中
旬
に
那
覇
を
出
費
し
て
九
月
末
か
一

O
月
初
旬
に
一
帽
州
へ
到
着
し
、
急
い
で
放
装
を
(
7
)
 

調
え
て
北
京
へ
向
か
い
、
規
定
さ
れ
た
貢
道
(
進
京
ル
l
ト
)
を
通
っ
て
一
一
一
月
二

O
日
ま
で
に
北
京
域
内
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

北
京
入
城
後
の
進
貢
使
は
礎
部
へ
の
挨
拶
、
進
貢
品
の
献
上
、
元
旦
朝
賀
の
櫨
へ
の
参
列
、
皇
帝
招
宴
へ
の
出
席
な
ど
の
諸
儀
式
・
儀
躍
を
済

ま
せ
た
後
、
遅
く
と
も
一
一
一
月
初
旬
ま
で
に
は
北
京
を
出
費
し
、
四
月
中
旬
頃
ま
で
に
は
一
噛
州
へ
戻
り
、
約
一
年
間
幅
州
に
滞
在
し
て
翌
々
年
の

(
日
)

五
、
六
月
頃
、
接
貢
船
で
開
園
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

一
九
世
紀
も
五

0
年
代
に
入
る
と
太
平
軍
の
勢
力
が
日
増
し
に
掻
大
し
、
天
京
(
南
京
)
に
首
都
を
置
く
太
平
天
国
が
江
南
の

麿
範
な
地
域
を
支
配
し
た
た
め
、
一
帽
州
か
ら
北
京
へ
到
る
貢
遁
が
直
接
脅
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
加
え
て
成
豊
六
ご
八
五
六
)
年
以
後
は

と
こ
ろ
が
、

第
三
次
ア
ヘ
ン
戦
争
の
影
響
を
も
受
け
ざ
る
を
得
ず
、
琉
球
使
節
の
通
常
の
放
程
は
大
き
く
狂
わ
さ
れ
る
に
至
る
。

早
く
も
、
成
豊
二
(
五
二
)
年
の
進
貢
使
(
毛
種
美
・
察
士
俊
)
は
太
平
軍
と
清
園
軍
の
交
戦
の
影
響
を
受
け
、
江
蘇
省
鎮
江
附
近
で
「
回
空

(
9
)
 

の
軍
船
、
紛
紛
と
し
て
南
下
し
、
節
節
に
阻
滞
」
さ
れ
て
北
京
到
着
が
遅
れ
た
だ
け
で
な
く
、
北
京
か
ら
の
時
途
、
一
帽
建
省
西
北
の
建
寧
府
に

一
年
鈴
も
足
止
め
さ
れ
、
成
豊
四
(
五
回
)
年
五
月
二
八
日
よ
う
や
く
一
幅
州
琉
球
館
へ
到
着
、
翌
月
信
開
園
し
て
い
る
。

成
豊
田
(
五
四
)
年
の
進
貢
使
(
向
邦
棟
・
毛
克
進
)
の
場
合
は
、

ほ
ぼ
通
常
通
り
那
覇
を
出
護
し
て
一

O
月
一
七
日
に
は
一
帽
州
琉
球
館
へ
到
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お
く

着
し
た
も
の
の
、
「
今
逆
気
未
だ
靖
ん
ぜ
ず
遁
阻
ま
れ
て
行
き
難
」
く
「
暫
く
進
京
を
緩
ら
せ
」
た
い
と
の
上
奏
丈
が
北
京
へ
迭
ら
れ
た
こ
と
、

た

び

(

日

)

績
い
て
「
此
の
次
は
庸
て
進
京
せ
し
む
る
な
か
れ
」
と
の
上
識
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
、
一
帽
建
布
政
使
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。
驚
惇
し
た
向
邦
棟
ら

(ロ)

は
一
帽
建
首
局
へ
繰
り
返
し
陳
情
書
を
提
出
、
「
例
に
照
ら
し
て
進
京
し
以
て
貢
典
を
全
う
せ
ん
こ
と
を
績
懇
」
し
て
己
ま
な
か
っ
た
。
向
邦
棟

ら
の
懇
願
を
受
け
た
閑
漸
総
督
の
王
諮
俸
は
、
軍
事
情
勢
が
好
轄
す
る
ま
で
進
京
の
時
期
を
遅
ら
せ
、
そ
の
問
、
進
貢
使
を
一
帽
州
で
待
機
さ
せ

(
日
)

た
い
と
上
奏
し
、
向
邦
棟
ら
の
陳
情
書
を
上
奏
丈
に
添
付
し
た
。
ま
も
な
く
北
京
か
ら
「
軍
事
情
勢
が
好
轄
す
る
の
を
待
っ
て
進
京
さ
せ
よ
」

と
の
新
た
な
上
識
が
届
い
た
の
で
、
向
邦
棟
ら
は
一
拍
州
で
待
機
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
翌
成
豊
五
(
五
五
)
年
八
月
に
至
っ
て
よ
う
や
く
一
拍
州

を
出
護
、
預
定
よ
り
ほ
ぼ
一
年
遅
れ
て
一
一
月
下
旬
に
は
北
京
へ
入
り
、
進
貢
の
諸
任
務
を
果
た
し
た
後
、
翌
成
幽
一
一
旦
ム
ハ
(
杢
ハ
)
年
四
月
に
一
帽

(
N
H
)
 

州
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間
一
踊
州
l
北
京
の
往
復
に
は
「
水
陸
を
論
ぜ
ず
、
各
省
特
に
文
武
員
弁
雨
人
・
兵
卒
八
、
九
人
を
遣
わ
し
て

護
送
す
。
ま
た
丹
徒
牒
に
て
河
を
越
え
以
て
甘
泉
牒
の
部
伯
に
至
る
ま
で
各
慮
に
河
賊
あ
り
。
更
に
南
京
の
長
髪
賊
の
寵
す
る
所
の
近
遣
を
経

(
日
)

過
す
る
に
は
、
復
た
参
将
一
員
・
兵
卒
三
十
人
を
加
え
て
護
迭
」
す
る
と
い
う
賦
態
で
、
清
固
の
内
乱
は
琉
球
使
節
の
進
京
に
暗
い
影
を
落
と

し
て
い
た
。

成
盟
六
(
五
六
)
年
の
進
貢
船
は
一

O
月
下
旬
に
な
っ
て
も
一
耐
州
へ
到
着
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
所
総
督
慶
端
は
江
南
の
軍
事
情
勢
が

(
日
)

緊
迫
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
唯
一
貢
使
を
期
限
内
に
北
京
へ
迭
り
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
上
奏
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に

一
帽
州
へ
到
着
し
た
成
豊
六
年
の
進
貢
使
(
向
有
恒
・
院
宣
詔
)
は
、
通
常
よ
り
約
一
ヶ
月
遅
れ
て
三
一
月
一
日
一
帽
州
を
出
護
し
、
北
京
へ
向
か
っ

た
も
の
の
、
「
賊
匪
」
に
阻
ま
れ
て
遠
回
り
せ
ざ
る
を
得
ず
、
各
慮
で
敷
日
間
も
足
止
め
さ
れ
、
翌
成
豊
七
(
立
七
)
年
三
月
に
よ
う
や
く
北

京
へ
到
着
、
急
い
で
進
貢
の
諸
任
務
を
済
ま
せ
て
七
月
に
は
一
帽
州
へ
戻
っ
た
。
こ
の
問
、
往
復
の
水
路
・
陸
路
を
管
轄
す
る
各
省
で
は
、
前
回

と
同
様
に
文
官
・
武
官
一
一
人
と
兵
卒
八
l
九
人
が
護
迭
に
首
た
っ
た
が
、
と
り
わ
け
「
江
南
省
の
桃
源
牒
・
宿
遷
牒
及
び
山
東
省
の
山
賊
交
々

679 

起
こ
る
に
因
り
、
雨
豚
各
々
兵
卒
四
十
人
を
遣
わ
し
、
山
東
省
は
或
い
は
三
百
人
を
遣
わ
し
、
或
い
は
二
百
人
を
遣
わ
し
、
或
い
は
五
、
六
十

(
刀
)

人
を
遣
わ
し
て
護
迭
す
。
且
つ
該
員
弁
雨
人
を
除
く
の
外
、
雨
員
を
加
添
し
兵
を
率
い
て
護
迭
せ
し
む
」
と
い
う
状
況
で
、
一
帽
州
l
北
京
聞
の
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往
復
に
は
や
は
り
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
っ
た
。

成
聖
人
(
五
八
)
年
の
進
貢
船
は
ほ
ぼ
通
常
通
り
一

O
月
一
八
日
一
噛
州
へ
到
着
し
た
が
、
一
拍
建
巡
撫
の
慶
端
は
「
逆
気
未
だ
靖
ん
ぜ
ず
」
遁

路
不
通
の
箇
所
が
多
い
の
で
琉
球
使
節
(
翁
俊
・
院
孝
鐙
)
を
暫
く
一
帽
州
に
留
ま
ら
せ
、
道
路
事
情
の
好
轄
を
待
っ
て
進
京
さ
せ
た
い
と
上
奏

(
日
)

し
た
と
こ
ろ
、
折
り
返
し
「
各
慮
の
這
路
疎
通
す
る
を
侯
ち
て
」
進
京
さ
せ
よ
と
の
上
議
が
届
き
、
翁
俊
ら
も
ま
た
一
帽
州
に
足
止
め
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
翁
俊
ら
の
進
京
の
要
望
が
強
く
、
翌
成
豊
九
(
五
九
)
年
二
月
、
道
路
事
情
を
勘
案
し
て
琉
球
使
臣
を
進
京
さ
せ
よ

(

却

)

(

訂

)

と
の
上
識
が
届
い
た
の
で
、
折
り
返
し
閑
漸
線
叔
目
の
王
麓
徳
は
琉
球
使
節
を
進
京
さ
せ
る
旨
上
奏
し
た
。
か
く
て
、
同
年
一
一
一
月
翁
俊
ら
は
一
脂
州

を
出
設
し
、
通
常
の
二
倍
以
上
の
日
数
を
費
や
し
て
同
年
六
月
に
北
京
へ
到
着
、
進
貢
の
諸
任
務
を
果
た
し
、
一
拍
州
へ
戻
っ
た
の
は
同
年
一

O

月
中
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
往
復
に
首
た
っ
て
は
、
前
回
成
幽
一
一
旦
六
(
五
六
)
年
の
進
貢
使
の
場
合
と
同
様
、
護
迭
の
た
め
に
二

0
0

(
沼
)

ー
三
O
O
人
の
兵
卒
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。

成
豊
四
(
五
四
)
年
・
戚
豊
六
(
五
六
)
年
・
成
豊
八
(
五
八
)
年
の
進
京
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
史
賓
と
論
酷
に
注
目
し
た
い
。
第
一

に
、
軍
事
情
勢
の
緊
迫
化
を
背
景
に
進
京
中
止
・
蹄
園
命
令
が
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
使
節
は
繰
り
返
し
陳
情
書
を
提
出
し
、

た

よ

も

と

「
道
路
の
逆
気
未
だ
靖
ん
ぜ
ず
と
難
も
、
而
れ
ど
も
上
は
聖
天
子
の
聾
霊
も
て
遠
庇
せ
ら
る
る
に
杖
り
、
各
委
員
の
伴
迭
す
る
を
謹
む
れ
ば
、

法
を
設
け
て
道
を
繰
り
趨
ぎ
行
く
べ
し
。
即
え
蹴
渉
す
る
こ
と
精
々
異
常
な
る
も
、
某
等
は
分
と
し
て
宜
し
く
然
る
べ
き
所
に
し
て
、
何
ぞ
敢

え
て
安
を
倫
み
主
命
を
稽
延
し
便
を
園
り
煩
を
憧
り
、
臣
節
を
防
く
る
こ
と
有
ら
ん
や
」
と
訴
え
て
、
い
か
な
る
リ
ス
ク
を
も
覚
悟
の
上
で
、

あ
く
ま
で
も
進
京
を
要
望
し
績
け
た
こ
と
で
あ
る
。

た
び

第
一
一
に
、
清
国
朝
廷
は
「
其
れ
〔
琉
球
使
臣
〕
を
し
て
此
の
次
は
庸
て
来
京
す
る
母
か
ら
し
め
、
の
お
稿
賞
を
優
輿
し
、
口
貝
に
委
し
て
護
送

(
討
)

し
回
園
せ
し
め
よ
」
と
、

一
旦
進
京
中
止
・
時
国
命
令
を
出
し
な
が
ら
も
、
一
帽
建
首
口
周
か
ら
再
度
、
「
該
貢
使
等
、
段
段
と
し
て
績
懇
す
る
に
、

そ
の
意
は
責
に
至
誠
に
出
で
た
り
。
若
し
必
ず
其
れ
を
し
て
庸
て
来
京
す
る
母
か
ら
し
む
れ
ば
、
遠
人
の
組
問
慕
を
慰
む
る
所
以
に
は
非
ら
ず
」

と
の
上
奏
丈
を
受
け
取
る
や
、

一
旦
下
し
た
命
令
を
撤
回
し
、
琉
球
使
節
の
一
帽
州
滞
在
を
認
め
、
「
来
歳
遁
路
疎
通
す
る
を
侯
ち
て
即
ち
に
員
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い

た

(

お

)

を
抵
し
て
該
貢
使
等
を
護
送
し
て
京
に
赴
き
枕
個
を
輸
さ
し
め
よ
」
と
命
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
琉
球
使
節
の
「
至
誠
」
が
一
噛
建
首

局
を
動
か
し
、
上
論
を
撤
回
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
琉
球
使
節
は
進
京
の
リ
ス
ク
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
耐
州
及
び
北
京
で
の
滞
在
費
用
を
は
じ
め
往
復
の
張

費
も
負
捨
す
る
必
要
は
な
く
、
「
沿
途
の
口
糧
・
四
時
遁
・
夫
馬
舟
車
は
該
督
よ
り
例
に
照
ら
し
て
給
護
し
、
官
を
差
わ
し
て
伴
迭
し
、
及
び
兵

(
お
)

丁
も
て
護
、
乏
し
て
来
京
せ
し
め
、
回
る
日
の
沿
途
の
口
糧
・
騨
遮
・
夫
船
は
兵
部
よ
り
勘
合
を
給
議
す
」
と
い
う
一
般
規
定
が
適
用
さ
れ
、
清

園
首
局
が
す
べ
て
の
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
を
負
捨
し
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

第
四
に
、
進
京
の
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
琉
球
使
節
の
清
園
側
件
迭
官
が
病
気
休
暇
と
稽
し
て
護
迭
任
務
を
忌
避
し
、

(

幻

)

(

お

)

弾
劾
さ
れ
る
事
例
が
表
面
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
護
迭
途
中
で
通
過
地
の
住
民
か
ら
規
定
以
上
の
供
謄
を
要
求
す
る
事
態
が
露
見
す
る
な
ど
、

琉
球
使
節
の
進
京
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
清
国
首
局
に
も
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
五
に
、
清
国
首
局
は
一
方
で
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
の
増
大
を
考
慮
し
て
進
京
中
止
の
方
向
に
傾
き
な
が
ら
も
、
他
方
で
属
国
の
離
反
を
防
ぎ

俸
統
的
秩
序
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
酷
か
ら
、
琉
球
使
節
の
進
京
の
要
求
に
も
配
慮
を
梯
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
注

日
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
英
悌
連
合
軍
が
天
津
へ
迫
り
外
園
公
使
の
北
京
駐
在
を
要
求
す
る
と
い
う
危
機
的
状
況
の
中
で
、
主
戦
抵
官
僚
の
周
組

培
や
弔
ア
耕
雲
ら
が
「
朝
鮮
・
琉
球
等
の
固
は
久
し
く
正
朔
を
奉
じ
、
朝
貢
に
遇
、
つ
毎
に
皆
恭
順
を
極
む
。
(
中
略
)
若
し
該
夷
〔
英
悦
〕
の
禁

(
ぬ
)

驚
・
倍
侮
を
見
れ
ば
、
必
ず
皆
天
朝
を
軽
組
す
る
の
意
あ
る
べ
し
」
と
強
調
し
て
い
た
こ
と
も
、
冊
封
進
貢
瞳
制
の
維
持
を
至
上
命
題
と
す
る

清
国
首
局
に
と
っ
て
は
、
琉
球
使
節
の
進
京
の
要
求
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
成
豊
田
(
五
四
)
年
、
成
幽
一
旦
ム
ハ
(
五
六
)
年
、
戚
豊
八
(
五
八
)
年
の
三
回
と
も
、
准
一
京
を
危
ぶ
ま
れ
る
な
か
で
嬰
則
的
な
放
程

を
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
琉
球
使
節
が
な
ん
と
か
進
京
で
き
た
の
は
、

い
か
な
る
リ
ス
ク
を
も
顧
み
ず
進
京
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
琉

球
側
の
立
場
と
、
属
国
の
離
反
を
防
い
で
停
統
的
秩
序
の
中
に
繋
ぎ
と
め
て
お
き
た
い
と
い
う
清
国
側
の
思
惑
が
一
致
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

681 

し
か
し
、
成
豊
一

O
(六
O
)
年
の
琉
球
使
節
の
場
合
は
、
遂
に
進
京
で
き
な
い
事
態
に
立
ち
至
っ
た
。
こ
の
聞
の
経
緯
を
、

『
中
山
世
譜
』
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(
初
)

の
記
述
を
中
心
に
フ
ォ
ロ
ー
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
孔
)

琉
球
滞
在
の
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
、
第
二
次
ア
ヘ
ン
戟
争
日
夜
中
の
天
津
・
北
京
の
情
勢
が
重
大
局
面
に
入
り
「
最
早
、
合
戦
相
始
矯
申
筈
」
と

の
情
報
を
得
て
い
た
琉
球
首
局
は
、
進
貢
船
の
抵
遣
を
躍
跨
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
成
豊
一

O

(
六
O
)
年
の
進
貢
船
は
通
常

よ
り
一
ヶ
月
以
上
も
遅
れ
て
一
一
月
一
七
日
二
隻
と
も
同
時
に
那
覇
港
を
出
港
し
た
が
、
二
披
船
は
翌
成
豊
一
一
年
二
月
四
日
、
頭
競
船
は
一
一
一

(
泣
)

月
一

O
日
一
帽
州
へ
到
着
し
て
い
る
。
進
貢
正
副
使
の
向
志
遁
・
鄭
徳
潤
ら
は
早
速
三
月
一
一
一
日
に
「
進
京
を
賜
り
た
し
」
と
の
陳
情
書
を
布
政

使
司
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
ま
も
な
く
出
護
の
日
を
決
め
る
の
で
、
族
装
を
調
え
て
出
護
を
待
つ
よ
う
に
、
と
の
回
答
を
受
け
取
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
四
月
一
日
に
至
っ
て
、
布
政
使
司
は
「
現
今
、
北
上
の
這
途
は
賊
匪
津
ま
ま
に
擾
し
、
以
て
往
来
し
難
け
れ
ば
、
宜
し
く
本
夏
の
貢
船

に
坐
駕
し
て
、
以
て
固
に
回
る
べ
し
」
と
命
じ
た
。
命
令
を
受
け
て
驚
伯
し
た
向
志
道
ら
は
「
例
に
達
い
て
回
国
す
れ
ば
如
何
に
し
て
以
て
復

ム
叩
す
る
を
得
る
や
、
道
路
梢
や
通
ず
る
を
侯
ち
て
繰
越
し
て
前
進
す
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
乞
う
」
旨
の
陳
情
書
を
提
出
し
て
唯
一
京
の
可
能
性

を
模
索
し
た
。
陳
情
の
趣
旨
は
幅
建
嘗
局
に
も
受
け
止
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
一
帽
建
巡
撫
の
瑞
積
も
軍
事
情
勢
の
緊
迫
を
理
由
に
進
京
の
時
期
を

(
お
)

遅
ら
せ
た
い
と
上
奏
し
て
許
可
を
得
た
。
ひ
と
ま
ず
幅
州
に
留
ま
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
向
志
遁
ら
は
軍
事
情
勢
の
好
轄
を
待
っ
た
が
、
九
月
に

は
成
豊
帝
が
死
去
し
同
治
帝
が
即
位
し
た
と
い
う
情
報
に
接
し
、
前
例
通
り
喪
に
服
し
た
。
進
京
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
直
面
し
て
、
向
士
心
中
逗

ら
は
一

O
月
一
一
一
一
一
日
、
三
度
、
「
年
内
に
お
い
て
上
京
せ
さ
れ
ば
則
ち
来
夏
に
汎
に
乗
じ
て
聞
洋
す
る
能
わ
ず
、
早
き
に
及
ん
で
京
に
赴
く
を

准
さ
れ
ん
こ
と
を
乞
う
」
旨
の
陳
情
書
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
一
帽
建
吉
局
は
何
の
反
麿
も
せ
ず
、
翌
(
同
治
元
)
年
四
月
二
七
日
に
至
っ
て
、

布
政
使
か
ら
「
客
歳
〔
成
竪

一
年
〕
十
一
一
月
初
五
日
、
〈
現
在
遁
路
梗
阻
の
た
め
進
京
で
き
な
い
の
で
、
進
貢
の
表
文
・
方
物
は
暫
く
司
庫

に
保
管
し
、
道
途
梢
や
通
じ
る
ま
で
進
京
を
遅
ら
せ
、
同
時
に
頒
賜
す
べ
き
救
書
や
欽
賞
の
物
件
は
通
例
通
り
賜
給
し
た
い
〉
と
上
奏
し
て
裁

可
を
得
た
旨
、
巡
撫
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
承
知
す
る
よ
う
に
」
と
の
通
達
を
受
け
取
っ
た
。
さ
ら
に
五
月
一
九
日
、
布
政
使
は
「
今
、
夏

至
特
に
届
ら
ん
と
す
。
貢
船
開
駕
の
期
は
己
に
迫
近
せ
り
。
若
し
救
書
の
降
来
す
る
を
侯
て
ば
、
開
洋
時
宜
を
失
う
を
恐
る
。
該
使
臣
等
は
接

貢
船
に
坐
駕
し
、
先
に
固
に
回
る
を
行
い
、
将
来
奉
到
す
る
の
救
書
及
び
欽
賞
の
物
件
は
存
留
官
に
交
輿
し
て
砥
領
せ
し
め
、
下
届
の
貢
船
閑
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か
え

に
到
る
を
侯
ち
て
附
搭
し
て
固
に
回
ら
し
む
べ
し
」
と
、
琉
球
使
節
に
蹄
園
を
命
ず
る
に
至
っ
た
。
然
る
に
向
志
遁
ら
は
「
若
し
救
書
等
の
件

を
捧
げ
回
ら
ざ
れ
ば
如
何
に
復
命
す
る
や
、
航
海
の
妓
順
を
情
念
せ
ら
れ
、
道
等
を
し
て
救
を
捧
げ
て
回
ら
し
め
、
以
て
使
節
を
全
う
せ
し
め

ん
こ
と
を
乞
う
」
と
、
向
も
救
書
が
届
く
ま
で
の
一
帽
州
滞
在
期
間
の
延
長
を
要
請
し
、
「
再
三
菓
請
」
し
た
も
の
の
、
「
奈
ん
せ
ん
、
允
准
を
蒙

ら
ず
」
、
遂
に
同
治
元
(
六
二
)
年
六
月
六
日
「
四
時
を
離
れ
て
舟
に
登
り
二
十
一
日
五
虎
よ
り
聞
洋
し
」
、
進
京
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
な
く
空

し
く
蹄
園
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

向
志
社
迫
ら
が
隔
開
園
す
る
や
、
折
り
返
し
次
回
の
進
貢
船
が
抵
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
は
終
結
し
て

い
た
も
の
の
、
清
圃
側
と
太
平
軍
と
の
内
戦
は
ま
だ
纏
績
中
で
、
進
貢
使
が
進
京
で
き
る
と
い
う
保
詮
は
な
か
っ
た
。
案
の
定
、
同
治
元
(
六

(
出
)

二
)
年
の
進
貢
船
の
内
、
一
一
披
船
は
清
固
沿
海
で
海
賊
船
に
襲
わ
れ
搭
載
の
武
器
や
貨
物
を
奪
わ
れ
た
が
、
頭
競
船
の
進
貢
使
(
向
特
元
・
林
長

(
お
)

隆
)
は
同
年
一
一
月
四
日
一
帽
州
へ
到
着
し
て
い
る
。
一
帽
州
に
お
け
る
向
啓
元
ら
と
一
帽
建
首
局
と
の
交
渉
は
、
前
回
の
向
志
道
ら
の
場
合
と
ほ
と

ん
ど
同
様
の
経
過
を
た
ど
っ
た
。
向
啓
一
冗
ら
は
約
一
年
半
の
間
一
帽
州
に
留
ま
り
、
進
京
に
つ
い
て
繰
り
返
し
陳
情
書
を
提
出
し
「
再
三
泣
請
す

(
お
)

る
と
難
も
允
准
を
蒙
ら
ず
」
、
同
治
三
(
六
四
)
年
五
月
「
巳
む
を
得
、
ず
聞
洋
し
て
回
固
」
す
る
に
至
る
。

(
訂
)

成
豊
一

O
(六
O
)
年
と
同
治
元
(
六
二
)
年
の
琉
球
使
節
が
二
度
も
連
積
し
て
進
京
で
き
な
か
っ
た
の
は
極
め
て
異
例
の
事
態
で
あ
っ
て
、

こ
の
時
期
の
中
琉
関
係
が
根
底
か
ら
動
揺
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

日
琉
関
係
に
お
け
る
参
府
問
題

進
京
問
題
が
中
琉
関
係
に
お
け
る
難
題
と
な
っ
て
い
た
一
九
世
紀
の
五

O
l
六
0
年
代
に
は
、
他
方
の
日
琉
閥
係
に
お
い
て
も
、
琉
球
使
節

の
抵
遣
は
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。

停
統
的
な
日
琉
(
薩
琉
)
関
係
に
お
い
て
は
、
薩
摩
軍
の
侵
攻
を
蒙
っ
た
後
の
琉
球
王
国
は
毎
年
、
年
頭
使
を
薩
摩
藩
へ
祇
遣
す
る
こ
と
を

683 

義
務
づ
け
ら
れ
た
外
、
江
戸
幕
府
に
封
し
で
も
、
園
王
の
代
替
わ
り
毎
に
「
耀
目
御
稽
」
と
し
て
謝
思
使
を
、
将
軍
の
代
替
わ
り
毎
に
「
襲
職

十
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慶
賀
」
と
し
て
慶
賀
使
を
祇
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
年
頭
使
な
ど
の
琉
球
使
節
の
鹿
児
島
振
遣
を
上
固
と

(
お
)

言
い
、
上
国
す
る
琉
球
使
節
を
上
国
使
者
と
も
稀
し
、
謝
恩
使
や
慶
賀
使
の
江
戸
上
り
を
参
府
と
言
い
、
江
戸
上
り
の
使
節
を
参
府
使
節
と
も

(

刊

日

)

稽
す
る
。
那
覇
を
出
護
し
た
参
府
使
節
の
一
行
は
鹿
児
島
へ
到
着
し
て
参
府
の
準
備
を
調
え
た
後
、
薩
摩
藩
主
の
引
率
の
も
と
に
指
定
さ
れ
た

ル
ー
ト
を
通
っ
て
江
戸
へ
到
り
、

一
ヶ
月
前
後
の
江
戸
滞
在
期
間
に
「
進
見
の
儀
」
な
ど
の
所
定
の
公
式
行
事
を
終
え
る
と
、
江
戸
を
出
費
し

て
時
路
に
就
き
、
鹿
児
島
を
経
由
し
て
開
園
す
る
。
出
護
か
ら
踊
固
ま
で
の
期
聞
は
進
京
使
節
の
場
合
と
同
様
、
ほ
ぼ
一
年
宇
の
旗
程
で
あ
っ

(ω) 
た
。
中
琉
関
係
に
お
け
る
進
京
使
節
の
よ
う
に
定
期
的
に
抵
遣
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
は
言
え
、
参
府
使
節
も
日
琉
闘
係
の
節
目
毎
に
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
進
京
使
節
の
祇
遣
費
用
が
全
額
清
園
側
負
捨
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
上
園
や
参
府
の
費
用
は
琉
球
側
の
負
捨
で
あ
っ
た
こ

(
札
)

と
か
ら
、
琉
球
王
国
に
と
っ
て
は
常
に
財
政
匡
迫
の
一
大
要
因
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
相
次
ぐ
具
園
船
の
来
航
等
で

一枇
A
胃
的
動
揺
の
最
中
に
あ
っ
た
一
八
四
七
年
に
向
育
王
が
死
去
し
、
翌
年
向
泰
が
僅
か
六
歳
で
王
位
を
継
承
す
る
と
、
琉
球
首
局
は
「
縫
目
御

瞳
」
の
謝
恩
使
を
江
戸
へ
一
淑
遣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
参
府
費
用
を
自
力
で
調
達
で
き
な
か
っ
た
琉
球
嘗
局
は
、
慣
例
に
従

(
必
)

っ
て
薩
摩
藩
か
ら
借
金
す
る
こ
と
と
し
、
銀
八
千
雨
を
拝
借
し
て
参
府
費
用
の
一
部
に
充
て
、
謝
恩
使
と
し
て
向
慎
(
玉
川
王
子
朝
達
)
を
祇

遣
し
た
。

嘉
永
三
(
一
八
五
O
)
年
六
月
那
覇
港
を
出
護
し
、
鹿
児
島
へ
到
着
し
た
向
慎
ら
は
、
藩
主
斉
興
に
拝
謁
し
た
後
、
斉
興
に
件
わ
れ
て
鹿
児

島
を
出
費
し
、
一

O
月
三

O
日
江
戸
へ
到
着
し
て
将
軍
家
慶
に
拝
謁
、
謝
恩
の
任
務
を
果
た
し
て
蹄
路
に
就
き
、
鹿
児
島
経
由
で
翌
年
四
月
に

(
お
)

蹄
園
し
て
い
る
。

向
慣
ら
の
時
固
か
ら
二
年
後
の
嘉
、
水
六
(
五
三
)
年
七
月
、

ペ
リ
l
艦
隊
の
浦
賀
来
航
と
前
後
し
て
将
軍
家
慶
が
死
去
す
る
と
、
翌
月
薩
摩

藩
か
ら
琉
球
嘗
局
宛
に
、
「
第
十
三
代
将
軍
の
襲
職
が
決
ま
り
次
第
、
慶
賀
使
を
参
府
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
薩
摩
藩
主
は
来
る
安
政

二
一
(
主
ハ
)
年
の
参
勤
交
代
の
際
に
召
し
連
れ
る
珠
走
な
の
で
、
そ
の
旨
国
王
へ
俸
達
し
て
参
府
の
準
備
を
始
め
る
よ
う
に
」
と
の
内
達
が
届

十
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(
叫
)

い
た
。
そ
の
際
同
時
に
、
薩
摩
藩
嘗
局
は
参
府
準
備
費
用
と
し
て
「
銀
子
八
拾
貫
日
」
を
貸
興
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
次
の
よ
う
に
口
達
し
て

い
る
。

右
〔
銀
子
八
拾
貫
目
〕
者
、
来
辰
年
〔
丙
辰
U
五
六
年
〕
、
江
戸
江
之
使
者
被
差
上
候
付
而
者
、
近
来
打
績
大
粧
之
被
及
入
債
候
係
、
至
極

難
泣
之
賦
り
、
殊
ニ
異
国
人
一
逗
留
弄
付
而
者
、
不
容
易
謹
柄
候
得
者
、
賀
慶
使
之
儀
者
、
古
来
よ
り
血
厳
格
之
勤
務
、
兎
角
首
尾
能
不
相
整

候
而
者
不
相
叶
儀
ニ
候
。
就
而
者
、
過
分
入
憤
差
見
得
、
猶
又
圏
中
難
儀
之
筈
と
被
遊
御
憐
察
、
首
時
柄
出
格
之
御
計
を
以
、
右
之
通
拝

借
被
仰
付
候
。
左
候
而
辰
年
〔
五
六
年
〕
よ
り
丑
年
〔
六
五
年
〕
迄
拾
ケ
年
無
利
息
一
一
而
被
差
延
置
、
寅
年
〔
六
六
年
〕
よ
り
年
府
返
上
、

(
羽
)

又
者
趣
法
立
を
以
、
返
上
之
筋
茂
候
ハ
、
被
願
出
候
様
被
仰
付
候
事
。

異
国
船
や
異
国
人
へ
の
釘
鷹
の
た
め
財
政
困
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
琉
球
側
の
事
情
を
特
別
に
配
慮
し
て
、
三
年
後
の
慶
賀
使
の
参
府
費
用

と
し
て
八
拾
貫
目
を
貸
輿
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
返
済
方
法
と
し
て
「
拾
ケ
年
無
利
息
」
で
据
え
置
い
た
後
、
十
一
年
目
か
ら
年

賦
返
済
す
る
方
法
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

薩
摩
藩
か
ら
の
借
金
を
も
参
府
費
用
の
一
部
に
充
て
て
一
一
年
間
準
備
を
進
め
た
王
府
首
局
は
、
参
府
議
定
の
前
年
、
即
ち
安
政
二
(
五
五
)

年
、
第
十
三
代
将
軍
家
定
の
「
襲
職
慶
賀
」
の
た
め
の
参
府
使
節
を
抵
遣
し
た
。
伊
江
王
子
朝
忠
(
向
健
)
と
小
椋
親
方
良
泰
(
馬
克
承
)
を
正

副
使
と
す
る
参
府
使
節
の
一
行
は
、
同
年
五
月
一
九
日
那
覇
を
出
港
、
二
九
日
鹿
児
島
へ
到
着
し
、
来
年
の
参
府
に
向
け
て
の
諸
準
備
に
奔
走

(
必
)

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
一

O
月
二
日
江
戸
で
大
地
震
が
護
生
す
る
と
、
薩
摩
藩
首
局
は
琉
球
使
節
の
参
府
に
つ
い
て
幕
府
側
と
協
議
し
、
琉

球
側
へ
次
の
よ
う
に
通
達
し
て
い
る
。

公
儀
御
代
替
付
、
中
山
王
よ
り
御
祝
儀
之
使
者
、
来
辰
年
〔
丙
辰
リ
ハ
女
政
一
己
被
召
連
被
遊
御
参
府
候
様
、
被
仰
出
置
候
得
共
、
此
節

江
戸
地
震
井
大
火
付
、
御
屋
敷
御
殿
廻
等
、
別
而
及
破
損
、
来
秋
迄
者
、
御
普
請
等
成
就
不
致
候
付
、
被
召
延
、
来
ル
午
年
〔
戊
午
uu
安

685 

政
五
〕
御
参
勤
之
節
、
被
召
連
度
御
賦
、
御
老
中
久
世
大
和
{
寸
様
江
御
伺
書
被
召
出
候
慮
、
去
二
日
御
伺
書
之
通
被
仰
渡
候
段
申
来
候
。

(
ザ
)

此
旨
、
中
山
王
御
承
知
有
之
、
御
請
被
申
上
候
様
、
早
々
可
申
越
旨
、
琉
球
館
聞
役
江
可
申
渡
候
。

十
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江
戸
大
地
震
で
薩
摩
藩
邸
が
破
損
し
修
理
の
見
通
し
も
立
た
な
い
と
い
う
理
由
で
、
琉
球
使
節
の
参
府
を
三
年
後
の
薩
摩
藩
主
の
参
勤
交
代

の
年
、
即
ち
安
政
五
(
五
八
)
年
ま
で
延
期
し
た
い
と
幕
府
へ
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
幕
府
も
延
期
を
承
認
し
た
の
で
、
琉
球
側
も
承
知
す
る
よ

(
必
)

一
旦
時
圃
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

う
に
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
参
府
延
期
の
通
達
を
受
け
た
伊
江
王
子
ら
は
、

そ
の
前
後
か
ら
、
日
本
園
内
で
は
開
園
論
と
嬢
夷
論
の
針
立
に
加
え
て
、
病
弱
な
将
軍
家
定
の
継
嗣
問
題
を
め
ぐ
る
封
立
が
激
化
し
、

(
徳
川
)
慶
喜
を
推
す
一
橋
振
と
徳
川
慶
一
帽
を
推
す
南
紀
抵
の
政
争
の
過
程
で
、
安
政
五
(
五
八
)
年
四
月
、
南
紀
振
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た

(
羽
)

譜
代
藩
筆
頭
の
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
が
、
将
軍
の
直
接
の
上
意
に
よ
り
大
老
に
就
任
し
て
幕
府
の
賓
権
を
掌
握
し
た
。
二
ヶ
月
後
、
井
伊
大
老

は
朝
廷
の
救
許
を
得
る
こ
と
な
く
濁
断
で
日
米
通
商
候
約
に
調
印
し
、
反
封
抵
の
大
講
清
(
安
政
の
大
獄
)
を
断
行
す
る
。

幕
末
政
争
の
他
方
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
薩
摩
藩
主
の
島
津
斉
彬
は
、
井
伊
大
老
の
登
場
と
そ
の
燭
断
専
行
に
危
機
感
を
募
ら
せ
、
秘
か
に

幕
政
改
革
を
構
想
し
、
琉
球
使
節
の
参
府
を
構
想
賓
現
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
計
書
一
に
着
手
し
て
い
た
。
三
、
四
千
名
の
薩
摩
兵
と
武
器
を

琉
球
使
節
の
隊
列
に
紛
れ
込
ま
せ
て
京
都
ま
で
迭
り
込
み
、
京
都
朝
廷
の
救
許
を
得
て
、
軍
事
力
を
背
景
に
幕
府
首
局
へ
幕
政
改
革
を
迫
る
計

重
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

延
期
さ
れ
た
参
府
環
定
の
年
、
即
ち
安
政
五
(
五
八
)
年
に
入
る
と
、
薩
摩
藩
内
で
も
琉
球
圏
内
で
も
参
府
準
備
が
再
開
さ
れ
た
。
参
府
使

(
日
)

節
の
伊
江
王
子
朝
忠
(
向
健
)
ら
は
五
月
一
九
日
那
覇
港
を
出
護
し
、
二
七
日
鹿
兄
島
へ
到
着
、
諸
行
事
を
済
ま
せ
た
後
、
八
月
に
は
江
戸
へ

向
け
て
鹿
児
島
を
出
護
す
る
珠
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
幕
府
首
局
は
七
月
一
一
日
、
突
然
「
園
事
多
端
」
を
理
由
に
琉
球
使
節
の
参
府
を

(
日
)

延
期
す
る
と
通
達
、
島
津
斉
彬
の
参
勤
の
み
を
命
じ
た
。
斉
彬
の
計
書
一
を
察
知
し
た
幕
府
が
先
手
を
打
っ
て
琉
球
使
節
の
参
府
延
期
を
通
達
し

(
臼
)

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
五
日
後
に
斉
彬
は
急
死
し
た
。
薩
摩
藩
嘗
局
は
斉
彬
死
去
の
直
後
、
琉
球
使
節
の
参
府
に
つ
い
て
は
「
公

(
社
)

遺
伺
之
上
、
追
而
何
分
可
申
渡
候
」
と
惇
達
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
一
ヶ
月
後
に
「
難
被
差
置
御
園
事
多
端
之
折
柄
ニ
付
、
琉
人
参
府
之
儀

(
日
)

者
、
先
被
成
御
差
延
候
旨
」
、
幕
府
老
中
か
ら
命
令
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
琉
球
使
節
へ
通
達
し
た
。

か
く
て
、
参
府
延
期
の
通
達
を
受
け
た
伊
江
王
子
ら
は
、
又
し
で
も
目
的
を
達
す
る
こ
と
な
く
、
九
月
一
八
日
鹿
児
島
を
出
費
、
二
六
日
蹄

十

「
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(
同
)

園
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
斉
彬
急
死
の
一

O
目
前
に
は
、
第
十
三
代
将
軍
家
定
も
病
浸
し
、

一
一
一
月
一
日
に
は
徳
川
慶
幅
(
家

茂
)
が
第
十
四
代
将
軍
を
襲
職
し
た
こ
と
か
ら
、
琉
球
首
局
は
又
し
で
も
将
軍
家
茂
の
襲
職
慶
賀
の
た
め
に
参
府
使
節
の
汲
遣
を
準
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

安
政
六
(
五
九
)
年
七
月
に
は
戊
年
(
文
久
二
日
六
二
年
)
の
参
府
計
書
否
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、

二
度
に
わ
た
る
参
府
中
止
、
琉
球
使
節
の

琉
球
よ
鹿
児
島
聞
の
再
度
の
往
復
な
ど
で
財
政
負
捨
増
を
強
い
ら
れ
た
琉
球
首
局
は
、
参
府
費
用
等
に
よ
る
負
捨
過
重
で
困
窮
し
て
い
る
人
民

救
済
の
た
め
に
、
琉
球
主
庄
の
欝
金
・
紅
花
を
薩
摩
藩
の
買
入
制
(
蔓
買
制
)
か
ら
除
外
し
、
そ
の
販
責
を
琉
球
側
に
任
せ
て
く
れ
る
よ
う
要
請

(
日
)

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

壬
戊
(
六
二
年
)
珠
定
の
琉
球
使
節
の
参
府
に
つ
い
て
は
、
財
政
逼
迫
に
と
も
な
う
参
府
費
用
捻
出
の
困
難
だ
け
で
な
く
、
琉
球
王
国
の
存

立
を
危
う
く
し
か
ね
な
い
問
題
も
議
想
さ
れ
た
。
通
商
候
約
の
締
結
後
、
欧
米
列
強
の
外
交
官
が
江
戸
へ
入
り
込
み
、
安
政
六
(
五
九
)
年
五

月
に
は
英
園
総
領
事
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
高
輪
の
束
繭
寺
に
、
米
固
公
使
ハ
リ
ス
が
麻
布
の
善
一
帽
寺
に
、
八
月
に
は
備
総
領
事
の
ベ
ル
ク
l
ル
が

(
路
)

三
田
の
済
海
土
寸
に
駐
在
し
て
外
交
活
動
を
始
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
異
国
人
の
江
戸
滞
在
と
い
う
現
賓
を
踏
ま
え
つ
つ
、
薩
摩
藩
首
局
は
琉

球
使
節
の
参
府
に
つ
い
て
幕
府
の
意
向
を
次
の
よ
う
に
打
診
し
て
い
る
。

御
代
替
ニ
付
、
馬
御
祝
儀
、
来
々
戊
年
琉
球
人
召
連
参
府
之
儀
、
伺
之
通
被
仰
渡
置
候
。
然
ル
慮
、
首
時
外
夷
多
人
数
御
府
内
へ
入
込
居

候
折
柄
一
一
候
得
ハ
、
内
容
貝
唐
園
へ
之
響
合
等
、
懸
念
之
次
第
モ
御
座
候
段
、
申
遣
候
得
共
、
此
節
ハ
御
秘
儀
之
使
節
ニ
モ
候
得
ハ
、
御
猫

(
日
間
)

珠
等
何
分
奉
願
粂
候
次
第
ニ
御
座
候
。
如
何
取
計
可
然
哉
。
(
後
略
)
(
蔦
延
元
年
l

一
八
六
O
)
五
月
一
一
一
日
。

要
す
る
に
、
異
国
人
が
多
数
駐
在
し
て
い
る
江
戸
へ
琉
球
使
節
を
迭
り
込
め
ば
、
異
国
人
か
ら
清
国
へ
も
情
報
が
停
わ
り
、
薩
琉
(
日
琉
)

闘
係
が
露
見
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
は
、
琉
球
首
局
だ
け
で
な
く
薩
摩
藩
や
幕
府
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
幕

府
の
懸
念
に
針
し
て
薩
摩
藩
首
局
は
次
の
よ
う
な
封
一
階
策
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

687 

(
m
w
)
 

唐
園
へ
響
合
等
之
場
合
、
琉
球
園
ヨ
リ
何
レ
ト
カ
唐
園
ヘ
及
一
不
談
、
表
立
参
府
致
差
支
無
之
様
取
計
、
模
様
追
々
申
聞
候
様
可
仕
候
事
。
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688 

「
示
談
」
し
て
、
琉
球
使
節
が
公
然
と
参

府
し
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
取
り
計
ら
わ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
惇
統
的
な
日
琉
(
薩
琉
)
闘
係
の
隠
蔽
策
を
琉
球
の
責
任
に
お
い
て

つ
ま
り
、
日
琉
(
薩
琉
)
聞
係
が
清
園
側
に
露
見
し
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
琉
球
固
か
ら
清
園
へ

放
棄
さ
せ
る
と
い
う
薩
摩
藩
首
局
の
封
麿
策
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
惑
が
融
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、

幕
府
首
局
は
薩
摩
藩
の
内
々
の
「
伺
い
」
と
「
針
謄
策
」
を
踏
ま
え
て
、
高
延
一
冗
(
六
O
)
年
五
月
の
時
黙
で
「
御
代
替
一
一
付
、
来
々
成
年

(
日
)

♀
合
二
牛
〕
琉
球
人
参
府
之
儀
、
御
園
事
多
端
之
折
柄
ニ
付
、
御
差
延
被
成
候
、
追
テ
参
府
頃
合
之
義
ハ
可
相
達
候
」
と
琉
球
使
節
の
参
府
延

期
を
命
じ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
幕
府
に
と
っ
て
琉
球
使
節
参
府
の
意
義
(
目
的
)
が
薄
れ
て
不
明
確
と
な
り
、
琉
球
の
所
属
(
主
権
)
問
題

を
め
ぐ
る
幕
府
内
の
方
針
も
確
立
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

琉
球
使
節
の
参
府
が
珠
定
さ
れ
て
い
た
年
(
文
久
二
年
)
の
閏
八
月
八
日
、
東
京
駐
在
の
英
圃
公
使
一
一

l
ル
が
幕
府
老
中
あ
て
に
、
「
琉
球
島

を
領
す
る
権
威
の
事
に
就
て
、
疑
敷
且
祖
師
せ
る
説
を
生
す
る
を
以
、
此
島
は
日
本
大
君
井
政
府
如
何
な
る
闘
係
有
や
、
委
し
く
承
ら
ん
か
矯

に
」
書
簡
を
提
出
す
る
と
、
琉
球
の
「
所
属
」
を
問
い
合
わ
せ
た
の
に
封
し
て
、
幕
府
老
中
の
水
野
和
泉
{
寸
ら
は
「
右
島
〔
琉
球
嶋
〕
は
昔
年

よ
り
我
園
の
所
属
た
り
。
我
慶
長
十
四
年
、
松
平
薩
摩
守
{
永
久
に
付
輿
せ
し
以
来
、
今
に
至
る
迄
、

一
島
之
所
務
、
同
家
に
て
諸
事
進
退
す
る

事
な
り
。
尤
同
島
は
古
よ
り
唐
土
へ
も
通
信
せ
し
故
、
島
内
に
て
唐
土
之
制
度
に
従
ふ
廉
も
あ
れ
共
、
其
奮
習
に
任
て
、
又
是
を
禁
す
る
事
な

し
」
と
回
答
し
、
書
簡
に
同
封
さ
れ
た
別
紙
に
お
い
て
も
薩
琉
(
口
琉
)
闘
係
の
史
賓
を
再
説
し
な
が
ら
、
同
時
に
「
唐
土
明
の
代
よ
り
今
の

(
臼
)

清
朝
に
至
る
迄
、
同
国
へ
も
使
者
来
往
し
、
其
封
爵
を
受
る
事
を
も
亦
禁
せ
さ
る
所
な
り
」
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
幕
府

は
琉
球
1
日
本
専
属
論
を
「
明
言
」
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

日
清
「
雨
属
」
の
歴
史
と
現
賓
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、

自
ら
公
然
と
日
琉
関
係
の
隠
蔽
策
を
放
棄
し
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
賓
、

四
年
後
の
一
八
六
六
年
に
向
泰
が
清

固
か
ら
皿
別
封
さ
れ
た
時
貼
で
も
、
幕
府
や
薩
摩
藩
は
中
琉
闘
係
に
つ
い
て
全
く
何
の
ク
レ
ー
ム
も
つ
け
ず
歎
認
し
た
の
で
あ
る
。

(

問

山

)

紙
屋
敦
之
氏
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
幕
府
は
、
琉
球
使
節
が
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
日
本
の
威
信
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
と
認
識
」

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
琉
球
使
節
の
参
府
を
継
績
さ
せ
て
き
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
丈
久
二
(
六
二
)
年
に
珠
走
さ
れ
て
い
た
琉
球
使
節
の
参
府

十
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は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
み
な
ら
ず
欧
米
列
強
に
釘
し
で
も
、

日
本
の
威
信
を
一
不
す
絶
好
の
機
舎
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
機
舎
を
自
ら
放
棄
し
て
、
同
年
の
英
圃
公
使
の
照
合
に
封
し
て
は
琉
球
の
日
清
「
雨
層
」
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
の
、

琉
球
使
節
の
参
府
延
期
命
令
を
取
り
消
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
琉
(
薩
琉
)
関
係
の
隠
蔽
方
針
を
も
事
賓
上
踏
襲
し
績
け
た
の
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
薩
摩
藩
や
幕
府
に
と
っ
て
は
、
琉
球
使
節
の
参
府
は
日
琉
(
薩
琉
)
閥
係
を
封
外
的
に
隠
蔽
し
た
ま
ま
、

日
本
園
内
に
お
い
て
将
軍

権
威
を
高
め
る
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
琉
球
王
国
に
と
っ
て
、
参
府
問
題
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、
「
琉
球
使
節
の
江
戸
上

(
削
)

り
は
、
幕
藩
盟
制
の
中
の
『
異
圃
」
琉
球
が
、
白
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
か
け
て
行
っ
た
外
交
儀
櫨
」
で
あ
っ
て
、
「
琉
球
使
節
は
琉
球

に
と
っ
て
幕
藩
瞳
制
下
の
『
異
国
」
た
る
こ
と
を
主
張
し
う
る
最
大
の
撮
り
所
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
ら
そ
れ
〔
参
府
〕
を
中
止
す
る
こ
と
は
あ

(

町

山

)

り
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
と
い
う
論
貼
が
、
紙
屋
氏
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
幕
末
維
新
期
に
限
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
紙

屋
氏
の
以
上
の
論
貼
に
は
琉
球
側
の
次
の
よ
う
な
事
情
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

即
ち
、
第
一
に
、
中
琉
閥
係
に
お
け
る
進
京
の
費
用
が
清
国
側
の
全
額
負
携
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
封
照
的
に
、
琉
球
使
節
の
参
府
費
用
は
琉

(
m
m
)
 

球
側
に
大
き
な
財
政
的
負
携
を
強
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
薩
琉
(
口
琉
)
闘
係
を
封
外
的
に
隠
蔽
し
な
が
ら
、
清
固
と
の
宗
属
関
係
を

維
持
し
て
き
た
琉
球
に
と
っ
て
、
江
戸
幕
府
と
欧
米
列
強
と
の
通
商
候
約
締
結
(
安
政
五
日
五
八
年
)
以
後
、
琉
球
使
節
の
参
府
は
隠
蔽
策
の
破

(
前
)

綻
と
い
う
リ
ス
ク
を
件
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

一
九
世
紀
の
五

O
l
六
0
年
代
、
即
ち
幕
末
維
新
期
に
お
い
て
は
、
琉
球
使
節
の
参
府
は
コ
ス
ト
の
面
で
も
リ
ス
ク
の
面
で
も

極
め
て
大
き
な
負
捨
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
賓
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
琉
球
側
は
参
府
を
「
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
か
け
て
行
う
外

交
儀
曜
」
と
し
て
主
瞳
的
・
積
極
的
に
位
置
づ
け
て
い
た
と
は
言
え
ず
、
抗
成
秩
序
の
維
持
と
い
う
観
酷
か
ら
泊
極
的
・
惰
性
的
に
受
け
止
め
、

689 

む
し
ろ
「
進
貢
の
故
障
」
を
恐
れ
て
参
府
中
止
を
歓
迎
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
琉
闘
係
に
お
い
て
琉
球
使
節
が
執
掬
に
進
京
を
要
請
し
績

(

問

山

)

け
た
の
と
は
封
照
的
に
、
日
琉
闘
係
に
お
い
て
は
琉
球
側
か
ら
使
節
の
参
府
を
強
く
要
請
し
た
と
い
う
史
責
は
見
あ
た
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
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ょ
、
琉
球
側
の
意
思
と
は
闘
わ
り
な
く
、
進
京
問
題
・
参
府
問
題
が
鼠
成
秩
序
を
破
綻
さ
せ
る
要
因
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
、
っ
。

第
二
章

向
泰
冊
封
を
め
ぐ
る
諸
問
題

唯
一
京
問
題
や
参
府
問
題
と
も
闘
連
し
な
が
ら
、
中
琉
日
闘
係
の
根
幹
を
揺
さ
ぶ
る
最
大
の
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
は
、
向
泰
珊
封
を
め
ぐ

る
問
題
で
あ
っ
た
。
向
泰
は
這
光
二
八
(
一
八
四
八
)
年
に
王
位
を
耀
承
し
た
も
の
の
、
封
外
的
に
は
一
九
年
後
の
同
治
五
(
六
六
)
年
に
清
園

皇
帝
か
ら
瓜
別
封
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
六
年
後
の
明
治
五
(
七
二
)
年
に
明
治
天
皇
か
ら
冊
封
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
向
泰
冊
封
問
題
を
、

中
琉
日
関
係
の
再
編
成
過
程
に
位
置
づ
け
て
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
再
検
討
し
た
い
。

第
一
節

中
琉
闘
係
に
お
け
る
向
泰
加
封
問
題

向
泰
の
王
位
継
承
か
ら
珊
封
ま
で
の
期
聞
が
一
九
年
も
の
長
期
に
及
ん
だ
の
は
、
歴
代
の
琉
球
国
王
の
中
で
も
具
例
中
の
異
例
で
あ
っ
て
、

(
的
)

従
来
、
「
〔
向
泰
が
〕
幼
沖
に
し
て
儀
瞳
に
欄
は
ざ
り
し
と
、
外
国
船
の
渡
来
頻
繁
に
て
且
つ
外
人
の
滞
留
し
た
る
が
矯
め
な
り
」
と
、
専
ら
琉

球
側
の
事
情
に
因
る
と
説
明
さ
れ
る
だ
け
で
、
中
琉
闘
係
を
覗
野
に
入
れ
て
冊
封
遅
延
の
意
義
を
再
検
討
す
る
試
み
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
進
京
問
題
と
同
様
に
、
加
封
遅
延
の
背
景
に
も
、
清
国
の
「
内
憂
外
患
」
の
影
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
均
)

琉
球
の
内
部
で
は
早
く
も
成
豊
元
(
五
二
年
に
は
冊
封
使
迎
接
の
準
備
が
開
始
さ
れ
、
成
幽
一
一
旦
六
(
主
ハ
)
年
の
時
貼
で
、
四
年
後
の
庚
申

(
礼
)

の
年
即
ち
成
豊
一

O
(
六
O
)
年
の
冊
封
が
、
政
治
日
程
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
成
豊
期
に
入
る
や
太
平
軍
の
反
乱
が
勃
護
し
、
清

国
側
と
太
平
軍
の
内
戦
が
掻
大
し
つ
つ
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
冊
封
時
期
を
決
定
し
た
戚
幽
一
一
旦
六
(
五
六
)
年
に
は
、

さ
ら
に
英
悌
連
合
軍
と
の

第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
が
勃
渡
し
た
た
め
、
こ
の
年
及
ぴ
成
豊
八
(
五
八
)
年
の
琉
球
使
節
の
進
京
さ
え
危
ぶ
ま
れ
、
饗
則
的
旋
程
を
強
い
ら
れ

た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
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清
園
の
「
内
憂
外
患
」
の
情
報
が
惇
わ
る
と
、
琉
球
嘗
局
は
加
封
時
期
の
延
期
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
薩
摩
藩
と
の
協
議
の
た
め
、

安
政
五
(
五
八
)
年
一

O
月
特
使
の
宜
野
湾
親
方
を
祇
遣
し
、
「
来
ル
申
年
〔
庚
申
H

六
O
年
〕
冠
船
引
受
之
筈
候
慮
、
唐
圃
争
乱
等
ニ
付
、
年

(
花
)

期
延
之
願
」
を
薩
摩
藩
家
老
の
新
納
久
仰
へ
申
し
入
れ
て
い
る
。

懸
念
さ
れ
た
通
り
、
加
封
珠
定
の
庚
申
の
年
(
成
豊
一

O
リ
六
O
年
)
に
は
、
英
仰
連
合
軍
の
北
京
占
領
、
成
豊
帝
の
熱
河
へ
の
蒙
塵
と
い
う

未
曾
有
の
事
態
が
展
開
し
、
一
帽
州
琉
球
館
か
ら
「
中
園
の
賊
兵
昌
域
し
、
騒
擾
堪
え
ず
、
況
や
ま
た
北
京
に
は
暁
晩
峨
三
園
の
夷
人
あ
り
、
但
、

(
ね
)

威
勢
を
振
る
い
、
城
内
に
闇
入
し
、
娼
娠
し
て
堪
え
ず
」
と
の
情
報
が
琉
球
へ
も
惇
わ
る
と
、
琉
球
側
に
と
っ
て
は
、
加
封
使
の
汲
遣
要
請

(
請
封
)
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
進
貢
使
の
進
京
さ
え
も
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

庚
申
の
年
(
六
O
年
)
の
珊
封
は
貰
現
し
な
か
っ
た
た
め
、
琉
球
嘗
局
は
四
年
後
の
甲
子
の
年
(
六
四
年
)
に
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ

(
九
)

の
賓
現
を
期
し
て
準
備
を
繕
績
し
た
。
し
か
し
、
清
国
首
局
を
取
り
巻
く
政
治
・
軍
事
情
勢
は
な
お
も
好
轄
せ
ず
、
戚
豊
一

O
(六
O
)
年
の

進
貢
使
に
績
い
て
同
治
元
士
会
一
)
年
の
進
貢
使
も
進
京
で
き
な
い
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
が
現
出
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
同
泊

二
二
六
四
)
年
に
延
期
さ
れ
た
冊
封
を
賓
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
々
年
に
朋
封
を
要
請
す
る
使
節
(
請
封
使
)
を
、
前
年
に
は
冊
封
使
を
迎

(
河
)

接
す
る
使
節
(
接
封
使
)
を
抵
遣
す
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
の
、
同
治
元
年
の
進
貢
使
が
一
帽
州
へ
到
着
し
た
時
貼
で
は
進
京
さ
え
も
不
可
能
な

朕
況
で
、
進
貢
使
か
ら
加
封
を
要
請
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
翌
同
治
一
一
(
六
一
二
)
年
一

O
月
の
時
黙
で
も
、
琉
球
首
局
は

請
封
使
の
祇
遣
を
臨
時
せ
ざ
る
を
得
ず
、
と
り
あ
え
ず
同
治
帝
の
即
位
慶
賀
を
名
目
と
し
て
慶
賀
使
を
抵
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
年
一

O
月
一
八
日
に
那
覇
を
出
港
し
た
慶
賀
使
(
馬
文
英
・
毛
克
遁
)
が
一
拍
州
へ
到
着
し
た
の
は
、
翌
同
泊
三
(
六
四
)
年
二

月
の
こ
と
で
、
以
後
八
月
下
旬
ま
で
の
宇
年
問
、
軍
事
情
勢
の
緊
張
を
理
由
に
一
帽
州
に
留
め
ら
れ
、
こ
の
間
に
馬
丈
英
は
一
帽
州
琉
球
館
で
病
浸

(
同
)

し
て
い
る
。
慶
賀
使
が
幅
州
滞
在
中
に
請
封
し
た
と
し
て
も
、
清
園
側
に
は
請
封
を
受
け
容
れ
る
徐
裕
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
琉
球
側
が
橡

定
し
て
い
た
同
泊
二
一
(
六
回
)
年
の
加
封
も
賓
現
で
き
る
見
通
し
は
す
で
に
全
く
な
く
な
り
、
再
び
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

691 

二
度
の
冊
封
延
期
に
よ
っ
て
政
治
日
程
を
狂
わ
さ
れ
た
琉
球
首
局
は
、
後
述
の
よ
う
に
、

一
日
も
早
く
冊
封
を
受
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
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692 

(

市

川

)

た
こ
と
か
ら
、
同
治
一
一
一
(
六
四
)
年
の
進
貢
使
に
請
封
使
を
兼
任
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
東
園
興
・
毛
護
柴
を
正
副
使
に
任
命
し
て
、
背
水
の
陣

(

市

)

(

乃

)

で
冊
封
の
責
現
を
期
し
た
。
請
封
に
必
要
な
公
式
丈
書
、
即
ち
向
泰
名
の
冊
封
要
請
の
表
丈
、
冊
封
使
祇
遣
要
請
の
奏
丈
、
及
び
「
中
山
王
府

(

川

町

)

法
司
官
向
汝
嘱
」
以
下
八
十
名
の
結
状
〔
向
泰
の
出
自
誼
明
書
〕
も
作
成
・
準
備
さ
れ
た
。

進
貢
使
朱
詰
封
使
の
東
園
興
ら
は
通
常
の
進
貢
品
の
他
に
、
請
封
の
表
丈
・
奏
丈
・
結
肢
を
も
持
参
し
て
、
同
治
一
一
一
(
六
四
)
年
一

O
月
一

一
O
月
一
九
日
幅
州
へ
到
着
す
る
や
、
進
京
と
請
封
の
件
で
一
帽
建
首
局
と
の
交
渉
に
入
っ
た
。
北
京
都
通
事
と
し
て
使

(
剖
)

節
圏
に
加
わ
っ
た
林
世
爵
の
家
譜
に
よ
っ
て
、
そ
の
顛
末
を
フ
ォ
ロ
ー
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

た

び

と

こ

ろ

東
園
興
ら
は
一
一
月
一
日
、
「
此
の
次
の
進
貢
は
請
封
を
粂
ね
、
闘
わ
る
紋
軽
か
ら
ざ
れ
ば
、
布
政
司
よ
り
督
撫
雨
院
へ
轄
詳
し
、
預
め
先

三
日
那
覇
港
を
出
航
、

に
奏
聞
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
う
」
旨
の
陳
情
書
を
提
出
し
、
同
時
に
進
京
の
時
期
を
決
め
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
と
こ
ろ
、

一
一
一
日
に
布
政
司

か
ら
「
現
今
、
長
毛
賊
は
淳
州
に
掘
し
、
軍
務
吃
緊
た
れ
ば
唯
一
京
す
る
能
わ
ず
」
と
の
返
答
が
届
い
た
。
し
か
し
、

一
六
日
の
招
宴
の
席
で
も
、

東
園
興
ら
は
巡
撫
や
布
政
使
の
面
前
で
、
「
冊
封
の
鉦
典
は
閲
係
軽
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
迅
速
に
轄
奏
さ
れ
た
し
」
と
要
請
し
、

一
八
日
に
も
、

総
督
・
巡
撫
に
お
願
い
し
て
請
封
の
件
を
縛
奏
し
て
頂
き
、
稽
部
の
回
答
を
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
て
欲
し
い
と
の
陳
情
書
を
布
政
司
へ(
む
)

一
一
一
月
二

O
日
に
至
っ
て
、
総
督
・
巡
撫
か
ら
請
封
の
件
の
上
奏
丈
を
騨
遁
を
通
じ
て
北
京
へ
迭
っ
た
と
の
回
答
を
得
た
。

提
出
し
た
と
こ
ろ
、

と
こ
ろ
が
、
明
け
て
同
治
四
(
六
五
)
年
の
春
に
な
っ
て
も
櫨
部
か
ら
の
回
答
は
な
く
、
東
園
興
ら
は
三
月
二
八
日
「
襲
封
の
部
杏
〔
礎
部

の
苔
文
〕
向
お
未
だ
奉
到
せ
ざ
れ
ば
」
礎
部
へ
回
答
を
催
促
さ
れ
た
し
と
の
陳
情
書
を
布
政
司
へ
提
出
、
四
月
一
六
日
に
も
至
急
便
で
回
答
を

催
促
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
要
請
を
総
督
・
巡
撫
へ
惇
え
た
と
の
通
達
が
布
政
司
か
ら
届
い
た
の
は
四
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
五
月
九
日
、

東
国
興
ら
は
さ
ら
に
「
夏
汎
己
に
届
り
、
貢
船
は
将
に
蹄
ら
ん
と
す
。
但
、
日
疋
れ
襲
封
の
部
次
口
は
向
お
未
だ
奉
到
せ
ざ
れ
ば
、
貴
司
よ
り
杏
丈

を
護
給
し
、
球
官
に
交
授
し
て
遣
回
せ
し
め
、
王
世
子
に
移
知
し
て
例
に
循
い
て
冊
封
の
事
務
を
備
灘
す
る
を
得
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
う
」
旨

の
陳
情
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
折
り
返
し
五
月
一
一
一
日
、
「
珊
封
の
大
典
は
皇
上
の
裁
奪
に
係
れ
ば
、
未
だ
敢
え
て
檀
に
移
次
口
し
て
知
照
せ

ず
」
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
東
園
興
ら
は
一
五
日
、
直
接
布
政
使
街
門
へ
到
り
、
進
貢
船
蹄
圃
の
時
期
に
届
つ
で
も
ま
だ
所
封
決
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定
に
つ
い
て
の
部
次
口
が
届
か
な
い
の
で
、
今
年
の
秋
に
接
封
使
を
祇
遣
し
て
珠
め
一
切
の
事
務
を
慮
理
さ
せ
る
べ
き
か
ど
う
か
指
示
し
て
頂
き

た
い
旨
の
要
請
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
布
政
使
か
ら
珊
封
の
典
植
は
規
定
通
り
に
行
う
の
で
、
首
然
従
来
の
慣
例
通
り
に
準
備
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
あ
れ
こ
れ
猫
疑
し
で
は
な
ら
な
い
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
清
固
漂
着
の
琉
球
馬
艦
船
の
出
震
を
暫
く
遅
ら
せ
、
部
苔
を
受
け

取
り
次
第
、
持
参
し
て
蹄
固
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
六
月
二

O
日
、
襲
封
の
部
杏
が
一
帽
州
へ
届
い
た
の
で
、
東
園
興
ら
は
翌
日
そ
れ
を
受
け
取

る
や
、
馬
艦
船
の
通
事
に
託
し
て
急
ぎ
琉
球
へ
持
ち
踊
ら
せ
、
翌
同
治
五
(
六
六
)
年
の
加
封
諜
定
が
琉
球
側
へ
正
式
に
通
告
さ
れ
る
こ
と
と

(ω
∞) 

な
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
東
園
興
ら
の
請
封
が
一
帽
建
巡
撫
の
徐
宗
幹
か
ら
上
奏
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
向
泰
冊
封
の
一
件
を
検
討
し
た
礎
部
は
、
同
治
四
(
六

(
制
)

五
)
年
閏
五
月
の
時
貼
で
、
請
封
を
受
け
容
れ
「
世
子
向
泰
を
冊
封
し
て
琉
球
園
中
山
王
と
話
す
べ
し
」
と
上
奏
し
て
決
裁
を
得
る
と
、
珊
封

正
副
使
の
選
任
を
始
め
具
瞳
的
な
冊
封
準
備
に
入
っ
た
。
ま
も
な
く
選
抜
さ
れ
た
正
副
使
の
趨
新
・
子
光
甲
ら
は
翌
同
治
五
(
六
六
)
年
四
月

(
お
)

一
踊
州
へ
到
着
、
二
ヶ
月
間
で
琉
球
行
き
の
諸
準
備
を
調
え
、
六
月
一
一
一
日
那
覇
港
へ
入
っ
た
。
そ
の
後
五
ヶ
月
の
問
、
超
新
ら
は
琉
球
に
滞
在

(
部
)

一
月
に
は
那
覇
港
を
離
れ
て
一
帽
州
へ
時
還
し
た
。

し
て
向
泰
所
封
の
任
務
を
果
た
し
、

さ
て
、
以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
成
豊
・
同
治
期
の
向
泰
冊
封
問
題
が
中
琉
日
闘
係
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
覗

賭
か
ら
、
以
下
、
若
干
の
論
黙
を
提
起
し
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
向
泰
の
加
封
を
め
ぐ
る
リ
ス
ク
と
そ
の
封
麿
策
の
問
題
で
あ
る
。
清
園
の
「
内
憂
外
患
」
の
時
期
に
琉
球
側
が
向
泰
冊
封
の
準
備

を
開
始
し
、
加
封
の
賓
現
を
最
大
の
課
題
と
し
て
政
治
日
程
に
載
せ
な
が
ら
も
、
清
園
側
の
事
情
で
珊
封
珠
定
時
期
を
繰
り
返
し
延
期
せ
ざ
る

を
得
ず
、
最
終
的
に
清
国
の
内
乱
や
封
外
戦
争
が
一
麿
終
息
し
た
時
貼
で
は
じ
め
て
珊
封
使
の
汲
遣
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
清
国
側
が
加

封
使
抵
遣
の
リ
ス
ク
を
十
分
考
慮
し
て
向
泰
冊
封
問
題
に
針
廃
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

歴
史
的
に
も
宗
主
国
の
治
安
が
不
安
定
で
冊
封
使
祇
遣
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
時
期
に
は
、
加
封
使
を
属
国
へ
汲
遣
し
て
直
接
国
王
に
所
封

693 

詔
書
を
授
輿
す
る
(
頒
封
)
か
、
あ
る
い
は
加
封
使
の
祇
遣
を
取
り
止
め
て
属
園
の
使
節
に
冊
封
詔
書
を
託
し
て
持
ち
蹄
ら
せ
る
(
領
封
)
か
、

十

「

55 

「



L 」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
国
中
日
宍
)
出
・
3
1
J待

ー「

694 

い
わ
ゆ
る
頒
封
論
と
領
封
論
の
論
争
が
宗
主
園
官
僚
屠
の
聞
で
展
開
さ
れ
、
琉
球
園
王
の
冊
封
問
題
で
も
幅
州
で
進
貢
使
に
冊
封
詔
書
を
交
付

(
訂
)

し
て
持
ち
婦
ら
せ
る
べ
し
と
の
領
封
論
が
浮
上
し
た
事
例
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
清
代
で
も
一
七
世
紀
後
宇
の
三
藩
の
乱
の
時
期
に
、
礎
部
は

領
封
論
を
採
用
し
て
加
封
使
の
琉
球
抵
遣
を
取
り
止
め
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
琉
球
使
節
の
懇
願
を
異
撃
に
受
け
止
め
た
康
鼎
帝
の
判
断
に
よ

(∞∞) 

っ
て
、
瞳
部
の
領
封
論
は
最
終
的
に
覆
さ
れ
、
珊
封
使
の
琉
球
抵
遣
が
賓
現
し
た
と
い
う
前
例
が
あ
っ
た
。

三
藩
の
乱
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
成
豊
・
同
治
期
の
「
内
憂
外
患
」
の
最
中
に
、
琉
球
側
か
ら
正
式
に
加
封
の
要
請
(
請
封
)
が
あ
れ
ば
、

清
園
官
僚
屠
の
内
部
で
領
封
論
が
浮
上
す
る
可
能
性
は
十
分
珠
想
さ
れ
た
。
か
つ
て
三
藩
の
乱
の
時
期
に
領
封
論
が
瞳
部
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ

た
と
い
う
史
賓
を
熟
知
し
て
い
た
琉
球
側
は
、
「
内
憂
外
患
」
の
最
中
に
あ
る
清
国
首
局
が
領
封
論
に
傾
く
こ
と
を
恐
れ
、
内
政
・
外
交
上
の

諸
事
情
に
よ
っ
て
一
日
も
早
い
冊
封
の
賓
現
を
熱
望
し
な
が
ら
も
、
請
封
の
時
期
を
慎
重
に
判
断
し
て
延
期
を
繰
り
返
し
、
清
圃
の
封
外
戦
争

や
内
乱
が
ほ
ぼ
鎮
静
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
て
正
式
に
詰
封
し
た
た
め
、
清
園
官
僚
屠
の
内
部
か
ら
領
封
論
が
浮
上
す
る
の
を
回
避
で
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
冊
封
使
汲
遣
の
決
定
が
下
さ
れ
た
後
の
抵
遣
準
備
中
に
も
、
太
平
軍
残
薫
の
治
安
撹
乱
の
懸
念
は
ま
だ
泊
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
幅
建
吉
局
の
内
部
で
は
珊
封
使
の
渡
海
船
(
冠
船
)
と
し
て
軍
艦
を
充
て
る
こ
と
や
護
衛
部
隊
の
増
員
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、

加
封
使
の
迎
接
準
備
の
た
め
に
幅
州
へ
汲
遣
さ
れ
て
い
た
接
封
使
の
粘
り
強
い
反
封
陳
情
に
よ
っ
て
、

(
的
)

園
船
の
使
用
な
ど
、
前
例
通
り
に
落
着
し
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
取
り
止
め
ら
れ
、
在
来
の
中

第
二
の
論
貼
は
冊
封
の
コ
ス
ト
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
琉
球
側
で
は
園
王
の
一
世
一
代
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
珠
定
さ
れ
た
加
封
の
年
の

数
年
前
か
ら
加
封
費
用
捻
出
の
た
め
の
準
備
を
開
始
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
向
泰
加
封
の
準
備
も
王
位
継
承
後
ま
も
な
く
開
始
さ
れ
、
成

豊
期
に
入
っ
て
以
降
、
「
園
中
に
通
行
し
、
下
届
の
子
年
〔
成
豊
一
己
よ
り
以
て
午
年
〔
成
豊
八
〕
に
至
る
ま
で
、
拳
固
の
士
民
を
し
て
銭
丈
を

(
的
)

加
賦
し
て
以
て
冊
封
の
需
に
備
え
し
め
ん
と
す
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
臨
時
増
税
に
よ
る
珊
封
費
用
捻
出
策
が
採
ら
れ
た
外
、
庶
民

の
資
産
家
た
ち
に
金
銭
の
「
奉
借
」
(
融
資
)
を
訴
え
、

一
定
の
金
額
を
献
納
す
れ
ば
家
譜
を
輿
え
て
士
族
身
分
に
取
り
立
て
る
指
納
の
方
策
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(

川

川

)

な
ど
も
繰
り
返
し
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
数
百
名
の
加
封
使
一
行
の
琉
球
滞
在
は
数
ヶ
月
に
及
び
、
そ
の
聞
の
接
待
費
用
が
莫
大
の
額
に
達

し
た
の
に
加
え
て
、
加
封
使
一
行
の
持
ち
込
む
清
固
製
品
を
買
い
取
る
た
め
の
資
金
、
即
ち
冠
船
貿
易
の
資
金
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
琉
球
側
は
冊
封
費
用
の
全
額
を
自
前
で
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
一
部
と
し
て
薩
摩
藩
か
ら
も
借
金
せ
ざ
る
を
得
な

一
(
向
泰
二
五
)
年
の
時
黙
で
、
「
巳
に
金
片
四
千
八

百
四
十
八
雨
、
銀
片
八
高
五
百
雨
、
銭
三
十
四
高
六
千
八
百
三
十
五
貫
七
百
四
十
飴
丈
に
及
び
」
、
王
府
財
政
逼
迫
の
一
大
要
因
と
な
っ
て
い

か
っ
た
の
で
あ
る
。
歴
代
園
王
の
加
封
に
件
、
つ
薩
摩
藩
か
ら
の
借
金
の
累
積
額
は
同
治
一

た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
提
起
さ
れ
る
べ
き
第
三
の
論
貼
は
、
向
泰
の
加
封
を
熱
望
し
た
琉
球
側
の
事
情
、
即
ち
大
き
な
リ
ス
ク
と
膨
大
な
コ
ス
ト
を
向
覚
悟
し

な
が
ら
も
、
琉
球
嘗
局
が
向
泰
の
加
封
に
拘
り
、
そ
の
賓
現
に
全
力
を
傾
注
し
た
の
は
何
故
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
琉
球
昔
局
は
冊
封
コ
ス

ト
の
軽
減
策
と
珊
封
要
請
(
請
封
)
の
理
由
を
、
清
国
首
局
に
整
合
的
に
説
明
す
る
た
め
に
苦
心
し
、
冊
封
使
一
行
を
迎
接
す
る
と
い
う
名
目

で
一
帽
州
へ
抵
遣
さ
れ
る
接
封
使
の
鄭
乗
衡
(
巽
築
里
親
方
)
に
封
し
て
、
珠
想
さ
れ
る
清
国
首
局
の
質
問
と
そ
れ
に
封
す
る
回
答
案
を
マ
ニ
ユ

(
似
)

ア
ル
化
し
て
訓
令
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
多
量
・
高
債
の
清
国
製
品
を
琉
球
へ
持
ち
込
ん
で
貿
易
の
利
益
を
得
ょ
う
と
期
待
し
て
い
る

加
封
使
一
行
に
封
し
て
、
琉
球
首
局
は
近
年
の
具
園
船
の
渡
来
や
蓋
風
・
日
干
魅
な
ど
へ
の
封
磨
で
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
、
清
国
製
品

の
持
ち
込
み
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
に
交
渉
せ
よ
と
指
示
す
る
一
方
で
、
こ
れ
ほ
ど
困
窮
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
加
封
使
が
わ
ざ
わ

ざ
琉
球
ま
で
赴
く
の
は
迷
惑
で
は
な
い
の
か
、
と
清
園
首
局
か
ら
領
封
論
を
持
ち
出
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
冊
封
使
を
迎
え
る

こ
と
は
琉
球
が
皇
帝
様
の
徳
化
を
蒙
る
こ
と
で
「
上
下
寓
民
の
深
く
願
う
」
と
こ
ろ
だ
と
返
答
す
る
よ
う
訓
令
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
「
訓
令
」

で
強
調
し
て
い
る
請
封
の
理
由
は
、
表
向
き
の
公
式
理
由
で
あ
っ
て
、
琉
球
首
局
が
な
ん
と
し
て
も
向
泰
の
加
封
を
賓
現
し
た
い
と
熱
望
し
た

背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
存
在
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

第
一
に
、

ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
四

0
年
代
以
来
、
欧
米
艦
船
の
来
航
と
貿
易
・
開
園
要
求
に
直
面
し
て
い
た
琉
球
首
局
は
、
「
清
園
之
昇
藩
」

695 

た
る
琉
球
の
立
場
、
即
ち
清
固
に
断
り
無
く
勝
手
に
第
三
固
と
修
好
貿
易
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
立
場
を
堅
持
し
、
欧
米
側
の
要
求
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に
抵
抗
す
る
最
大
の
撮
り
所
と
し
て
、
清
固
と
琉
球
の
聞
の
惇
統
的
な
宗
主
園
・
属
圃
闘
係
を
前
面
に
押
し
出
し
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

(
何
)

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、

ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
欧
米
艦
船
へ
の
封
磨
策
と
関
連
し
て
、
薩
摩
藩
か
ら
も
開
園
と
外
圃
貿
易
の
援
大
を
迫
ら
れ
た
琉
球
首
局
は
、

貿
易
掻
大
の
結
果
、
封
外
的
に
「
是
迄
御
隠
密
被
仰
置
候
」
薩
琉
闘
係
が
露
見
し
て
、
「
何
様
御
難
題
筋
成
立
候
儀
も
難
計
」
、
「
進
貢
之
故
障

一
一
も
成
立
可
申
」
と
強
調
し
、
薩
摩
藩
の
匪
力
を
回
避
(
緩
和
)
す
る
た
め
の
擦
り
所
と
し
て
、
「
進
貢
の
故
障
」
と
い
う
交
渉
カ

l
ド
を
持

(
目
別
)

ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
薩
摩
藩
主
の
島
津
斉
彬
が
琉
球
を
擦
黙
と
し
た
封
外
的
な
貿
易
掻
大
構
想
を
積
極
的
に
展
開
す
る
過
程
で
、
琉
球
の
内
政
・
外
交

に
前
例
の
な
い
露
骨
な
干
渉
(
安
政
の
琉
球
慮
分
)
を
試
み
、
十
斉
彬
急
死
後
に
干
渉
反
封
振
と
斉
彬
協
力
振
の
凄
惨
な
政
争
(
牧
志
・
恩
河
事
件
)

(
訂
)

が
展
開
さ
れ
、
国
王
向
泰
の
求
心
力
が
著
し
く
低
下
し
た
た
め
、
琉
球
嘗
局
は
日
清
雨
属
の
固
是
を
再
確
認
し
つ
つ
、
薩
摩
藩
の
干
渉
に
封
抗

す
る
撮
り
所
と
し
て
、
同
時
に
琉
球
内
部
の
政
治
的
亀
裂
の
修
復
と
向
泰
の
求
心
力
の
回
復
を
圃
る
穀
果
的
手
法
と
し
て
、
向
泰
珊
封
を
演
出

(
悌
)

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
諸
事
情
を
背
景
と
し
て
、
出
向
泰
加
封
問
題
が
琉
球
の
内
政
・
外
交
上
の
最
大
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
前
提
僚
件
と
し

て
の
琉
球
使
節
の
進
京
問
題
も
、
琉
球
首
局
に
と
っ
て
は
死
活
的
に
重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
議
定
さ
れ
た
珊

封
の
政
治
日
程
を
繰
り
返
し
延
期
し
な
が
ら
も
、
同
治
五
(
六
六
)
年
に
至
っ
て
遂
に
向
泰
加
封
が
賓
現
し
、
薩
摩
藩
や
江
戸
幕
府
か
ら
も
一

(ω) 

切
ク
レ
ー
ム
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
清
固
と
琉
球
の
宗
属
闘
係
は
強
化
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
琉
球
王
圃
の
存
立
も
保
一
註
さ

れ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
方
で
、
最
大
の
安
全
保
障
策
と
し
て
、
膨
大
な
コ
ス
ト
を
顧
み
ず
、
高
難
を
排
し
て
遂
行
さ
れ
た
向
泰

の
冊
封
は
、
王
府
財
政
を
医
迫
す
る
「
後
遺
症
」
を
件
い
、
王
国
存
立
の
基
礎
を
危
う
く
す
る
一
要
因
を
醸
成
し
た
こ
と
に
も
留
音
叫
す
べ
き
で

あ
ろ
、
つ
。
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第
二
節

日
琉
闘
係
に
お
け
る
向
泰
冊
封
問
題

清
園
皇
帝
に
よ
る
向
泰
珊
封
の
翌
々
年
、
即
ち
同
治
七
H

明
治
元
(
一
八
六
八
)
年
、
日
本
で
は
油
田
川
幕
府
が
倒
れ
て
明
治
政
府
が
成
立
し
、

維
新
・
饗
革
の
大
波
が
日
琉
閥
係
に
も
波
及
し
始
め
る
。
明
治
一
一
(
六
九
)
年
六
月
に
は
二

O
O絵
の
諸
藩
が
版
籍
を
奉
還
し
、
奉
還
を
申
請

(
瑚
)

し
な
か
っ
た
三

O
徐
藩
に
封
し
で
も
、
朝
廷
は
奉
還
を
命
じ
た
。
む
ろ
ん
、
琉
球
王
固
の
場
合
は
自
ら
奉
還
を
申
請
す
る
は
ず
も
な
く
、
朝
廷

(
肌
)

の
奉
還
命
令
も
琉
球
へ
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
「
琉
球
は
版
籍
奉
還
か
ら
客
観
的
に
は
除
外
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
二
年
後
の
明
治
四
(
七
一
)
年
七
月
一
四
日
、
廃
藩
置
牒
が
断
行
さ
れ
る
と
、
琉
球
は
と
り
あ
え
ず
従
来
通
り
薩
州
印
ち
鹿
児
島

勝
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
も
の
の
、
ま
も
な
く
明
治
政
府
の
直
轄
下
に
入
る
と
の
情
報
が
惇
え
ら
れ
、
琉
球
嘗
局
も
針
陪
応
策
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
在
鹿
児
島
琉
球
舘
勤
務
の
琉
球
役
人
宛
て
に
迭
付
さ
れ
た
琉
球
首
局
の
訓
令
に
よ
れ
ば
「
日
本
御
愛
革
付
て
御
首
地
は
朝
廷

の
御
支
配
被
仰
付
御
模
様
の
由
、
然
者
御
宮
地
の
儀
、
薩
州
の
御
幕
下
相
成
候
以
来
、
段
々
被
矯
蒙
御
高
恩
、
其
上
外
に
隣
国
連
も
無
之
、
不

自
由
之
小
邦
、
専
薩
州
を
使
、
圃
用
地
耐
来
、
且
は
海
路
の
最
寄
弄
附
、
い
つ
れ
に
も
薩
州
相
離
候
て
は
不
叶
、
(
中
略
)
諸
事
彼
鎮
蓋
御
差
園

(m) 

を
以
、
朝
廷
江
の
御
勤
御
座
候
方
に
無
御
座
候
て
不
叶
候
問
、
彼
是
時
機
に
磨
じ
都
合
能
取
計
、
何
分
可
被
申
越
候
」
と
あ
り
、
薩
州
即
ち
鹿

児
島
牒
の
管
轄
下
で
、
従
来
週
り
の
薩
琉
関
係
維
持
を
前
提
と
し
て
「
朝
廷
江
の
御
勤
」
を
果
た
す
と
い
う
選
捧
肢
を
追
求
す
る
よ
う
に
と
の

指
示
で
あ
る
。
明
治
政
府
の
直
轄
よ
り
も
鹿
児
島
牒
の
管
轄
下
に
留
ま
る
こ
と
を
希
望
す
る
琉
球
首
局
の
異
意
は
奈
遣
に
あ
っ
た
の
か
、
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
関
心
の
焦
黙
は
薩
琉
(
日
琉
)
関
係
の
隠
蔽
策
を
前
提
と
し
た
日
清
雨
属
の
現
肢
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と

(
郎
)

思
わ
れ
る
。
翌
明
治
五
(
七
二
)
年
に
入
る
や
、
一
月
早
々
、
鹿
児
島
牒
聴
か
ら
明
治
政
府
の
使
者
と
し
て
琉
球
へ
抵
遣
さ
れ
た
奈
良
原
幸
五

郎
ら
は
、
琉
球
が
鹿
児
島
牒
の
管
轄
と
な
っ
た
こ
と
、
琉
球
は
従
来
表
向
き
「
支
那
の
附
属
」
で
も
現
賓
に
は
「
本
朝
附
庸
之
園
」
だ
か
ら

(
肌
)

「
御
愛
革
之
今
日
」
に
相
麿
し
く
弊
政
を
改
革
す
る
こ
と
な
ど
を
惇
達
、
さ
ら
に
同
年
六
月
二
四
日
に
は
、
維
新
慶
賀
の
た
め
の
国
王
名
代
を

697 

上
京
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
明
治
政
府
の
命
令
を
琉
球
首
局
へ
惇
え
た
が
、
そ
の
際
「
朝
命
ノ
儀
ニ
候
得
ハ
、
命
令
通
早
々
可
被
致
御
請
、
若
哉
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遅
々
た
る
評
議
有
之
候
テ
ハ
、
皇
威
ノ
軽
重
一
一
閲
リ
不
容
易
事
候
」
と
、
威
医
的
言
辞
で
命
令
受
諾
を
迫
る
と
と
も
に
、
「
東
京
ハ
外
圃
及
支

那
人
入
組
、
御
懸
念
可
有
之
筈
候
得
共
、
都
合
雑
踏
ノ
場
所
柄
、
外
々
へ
不
相
響
様
ノ
仕
向
ハ
如
何
様
共
可
相
調
候
問
、
其
段
ハ
御
安
心
可
有

之
候
」
と
、
従
来
の
日
琉
闘
係
隠
蔽
策
の
露
見
を
口
賓
と
し
て
慶
賀
使
節
の
上
京
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
珠
め
念
を
押
し
て
い
る
こ

(
郎
)

と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

維
新
慶
賀
使
節
の
汲
遣
を
命
じ
た
明
治
政
府
の
員
意
を
詮
索
し
て
封
廃
す
る
時
間
的
徐
裕
も
輿
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
同
年
七
月
二
五
日
、
正

使
伊
江
王
子
、
副
使
宜
野
湾
親
方
ら
の
慶
賀
使
一
行
は
那
覇
を
出
港
し
、
二
七
日
鹿
児
島
へ
到
着
、
鹿
児
島
牒
聴
か
ら
「
右
此
節
矯
伺
天
気
上

(
山
間
)

京
申
付
候
事
」
と
の
指
令
を
受
け
取
り
、
翌
八
月
二

O
日
一
一
一
邦
丸
に
乗
船
し
て
鹿
児
島
を
出
設
し
、
九
月
一
一
一
日
に
は
東
京
へ
到
着
し
た
。
こ
の

間
、
慶
賀
使
ら
は
か
つ
て
の
将
軍
拝
謁
の
矯
め
の
参
府
と
同
様
、
「
天
気
伺
の
矯
め
」
の
上
京
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
九
月
一
四
日
に
至
つ

て
明
治
天
皇
は
突
然
、
慶
賀
使
に
次
の
よ
う
な
向
泰
冊
封
の
詔
書
を
交
付
し
た
。
|
|
「
股
、
上
天
ノ
景
命
ニ
暦
リ
、
高
世
一
」
糸
ノ
帝
一
昨
ヲ
紹

八
荒
ニ
君
臨
ス
。
今
、
琉
球
近
ク
南
服
ニ
在
リ
、
気
類
相
同
ク
、
三
口
丈
殊
ナ
ル
無
ク
、
薩
摩
附
庸
ノ
藩
タ
リ
、
而
シ

(
即
)

テ
爾
向
泰
能
ク
勤
誠
ヲ
致
ス
。
宜
ク
額
爵
ヲ
珠
フ
ヘ
シ
。
陸
シ
テ
琉
球
藩
王
ト
潟
、
ン
、
紋
シ
テ
華
族
一
一
列
ス
。
(
後
略
)
」
0

キ
、
奄
ニ
四
海
ヲ
有
チ
、

日
琉
関
係
に
お
い
て
は
珊
封
の
前
例
が
な
く
、
最
初
に
し
て
最
後
の
珊
封
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
封
の
方
法
(
手
績
き
)
と
し
て

は
琉
球
側
か
ら
の
請
封
な
し
の
「
領
封
」
方
式
、
内
容
と
し
て
は
琉
球
圏
中
山
王
を
琉
球
藩
王
に
改
め
る
と
い
う
一
方
的
身
分
格
下
げ
措
置
が

採
ら
れ
、
方
法
・
内
容
と
も
に
異
例
中
の
異
例
で
あ
っ
て
、
従
来
の
参
府
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
琉
球
使
節
が
大
い
に
困
惑
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
も
首
然
で
あ
っ
た
。

む
ろ
ん
、
加
封
詔
書
の
中
に
は
琉
球
藩
を
設
置
す
る
と
い
う
明
文
は
な
い
以
上
、
向
泰
の
加
封
は
琉
球
藩
の
設
置
と
は
同
義
で
は
な
い
。
と

は
ニ
ニ
早
え
、

一
方
的
に
「
琉
球
藩
王
」
の
稽
競
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
は
「
琉
球
藩
」
の
存
在
を
前
提
と
す
る
日
琉
聞
係
の

「
韓
換
」
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
何
故
に
明
治
政
府
は
明
治
五
(
七
二
)
年
の
時
貼
で
、
「
請
封
な
き
加
封
」

を
断
行
し
、
「
琉
球
藩
」
の
創
出
と
日
琉
閥
係
の
「
韓
換
」
を
演
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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(
W
M
)
 

明
治
政
府
は
成
立
嘗
初
か
ら
近
代
国
家
と
し
て
領
土
書
一
定
の
課
題
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
ず
、
日
琉
関
係
に
お
い
て
も
琉
球
王
国
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
の
か
、
所
謂
琉
球
所
属
(
主
権
)
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
明
治
五
(
七
二
)
年
前
後
に
政
府
内
部
で
若
干
の
論
策
(
選
捧
肢
)
が

提
起
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
第
一
の
選
揮
肢
は
、
琉
球
H

日
本
専
属
論
の
立
場
か
ら
提
起
さ
れ
た
大
蔵
大
輔
井
上
馨
の
雨
属
廃
止
H

併
合
論
で

(

山

川

)

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
皇
国
の
扉
翰
」
「
拝
護
の
用
」
と
し
て
の
琉
球
の
戦
略
的
位
置
が
重
嗣
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
皇
圃
の
規
模
御
掻
張
」
の

た
め
自
主
的
に
版
籍
を
奉
還
さ
せ
「
明
ニ
我
所
轄
ニ
蹄
」
す
べ
し
と
の
二
段
階
併
合
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

(
別
)

第
二
の
選
擦
肢
は
琉
球
H

日
清
雨
属
論
の
立
場
に
立
っ
た
左
院
の
日
清
雨
属
公
認
H

現
状
維
持
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
琉
球
を
強
い
て
日

本
専
属
に
改
め
て
「
清
ト
争
端
ヲ
閥
ク
」
よ
り
は
、
「
分
明
ニ
雨
属
ト
看
倣
」
し
て
従
来
の
日
琉
闘
係
隠
蔽
策
を
放
棄
し
、
清
固
と
も
「
同
盟
」

固
と
し
て
「
信
義
ヲ
以
テ
公
然
タ
ル
交
際
」
を
績
け
る
べ
し
と
の
選
捧
肢
が
提
起
さ
れ
、
琉
球
H

日
清
雨
属
論
と
日
清
同
盟
(
提
携
)
論
が
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
山
)

井
上
馨
案
や
左
院
案
と
は
別
に
、
第
一
一
一
の
選
揮
肢
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
が
外
務
卿
副
島
種
臣
の
向
泰
珊
封
論
で
あ
っ
た
。
現
賓
的
選
捧
肢

と
し
て
採
用
さ
れ
た
副
島
の
向
泰
加
封
論
が
、
琉
球
人
の
墨
湾
遭
難
事
件
を
契
機
と
す
る
牽
湾
出
兵
(
塞
湾
事
件
)
と
密
接
に
連
動
し
て
い
た

(
川
)

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
副
島
の
向
泰
珊
封
論
が
琉
球
の
所
属
(
主
権
)
問
題
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
と
い
う
覗

賭
か
ら
、
井
上
馨
ら
の
雨
属
鹿
止
H

併
合
論
や
左
院
の
雨
属
公
認
H

現
朕
維
持
論
と
の
共
通
性
、
差
異
性
が
十
分
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
三
ヲ
ん

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

副
島
の
立
場
は
琉
球
H

日
本
専
属
論
な
の
か
、
そ
れ
と
も
琉
球
H

日
清
雨
属
論
な
の
か
、
最
、
近
、
こ
の
問
題
に
検
討
を
加
え
ら
れ
た
小
風
秀

雅
氏
は
、
「
朋
封
に
よ
る
雨
属
の
明
確
化
と
い
う
基
本
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
〔
外
務
省
日
副
島
案
と
左
院
案
は
〕
ほ
ほ
一
致
」
し
て
お
り
、
明

治
六
(
七
一
一
一
)
年
の
北
京
に
お
け
る
日
清
舎
談
で
も
「
琉
球
の
日
清
雨
属
を
日
本
側
が
認
め
て
い
る
」
と
の
論
貼
を
提
示
し
、
副
島
の
向
泰
珊

(
出
)

封
論
は
琉
球
H

日
本
専
属
論
の
立
場
に
立
っ
た
井
上
馨
や
大
久
保
利
通
ら
の
琉
球
併
合
論
と
は
全
く
異
質
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

699 

確
か
に
、
小
風
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
副
島
外
交
は
向
泰
冊
封
の
前
後
に
琉
球
の
現
状

(
H
清
雨
属
)
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
間
変
更
す
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る
措
置
を
採
っ
て
お
ら
ず
、
進
貢
船
や
接
貢
船
な
ど
の
渡
唐
船
の
出
入
港
に
つ
い
て
も
従
来
通
り
の
手
績
き
を
認
め
る
な
叩

一
見
し
た
と
こ

ろ
、
日
清
雨
属
論
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
釘
麿
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
副
島
外
務
卿
は
向
泰
冊
封
の
翌
日
(
明
治
五

(
山
)

年
九
月
一
五
日
)
、
「
我
藩
属
ノ
瞳
制
徹
底
」
の
た
め
の
措
置
を
建
議
し
て
お
り
、
向
泰
冊
封
の
翌
年
、
印
ち
明
治
六
年
の
日
清
北
京
舎
談
に
お

(
国
)

い
て
も
、
副
島
外
務
卿
の
意
向
を
受
け
た
柳
原
前
光
は
総
理
街
門
大
臣
と
の
聞
で
、
次
の
よ
う
な
論
争
を
展
開
し
て
い
る
(
柳
は
柳
原
、
彼
は
線

理
街
門
大
臣
の
毛
利
照
・
董
仰
)
0

相V

一
昨
年
冬
、
我
園
ノ
人
民
、
彼
地
(
喜
一
湾
東
南
部
)

ニ
漂
泊
セ
シ
ヲ
殺
害
セ
リ
。
故
ニ
我
政
府
ノ
義
務
ト
シ
テ
、
其
罪
ヲ
慮
分
セ
サ
ル

ヲ
得
ス
。
:
:
:

彼

前
年
生
番
カ
暴
殺
セ
シ
ハ
琉
球
圃
民
ニ
シ
テ
、
未
タ
貴
園
人
ナ
ル
ヲ
聞
カ
ス
。
:
:
:

知
刊

琉
球
ハ
従
来
我
属
藩
ニ
テ
、
:
:
:
故
ニ
球
人
ヲ
殺
ス
モ
薩
民
ヲ
害
ス
ル
モ
、
我
政
府
保
護
ノ
権
ニ
碍
ル
コ
ト
均
一
ニ
シ
テ
、
洗
菟
ノ
義

務
ヲ
起
サ
ン
ト
ス
。
而
シ
テ
之
ヲ
我
国
人
ト
モ
云
フ
、
何
妨
ケ
ン
。
貴
大
臣
琉
球
ヲ
以
テ
属
国
ト
言
ル
レ
ト
モ
、
我
ハ
只
我
属
地
ト
覗

負
。
今
、
貴
園
ニ
釘
シ
テ
雨
属
ノ
蹄
着
ヲ
論
ス
ル
ニ
非
サ
ル
也
。

こ
こ
で
は
、
清
園
側
が
琉
球
人
と
日
本
人
を
明
確
に
匝
別
し
て
い
る
の
に
封
し
て
、
柳
原
は
琉
球
人
民
を
「
我
固
ノ
人
民
」
と
言
い
放
ち
、

「
琉
球
ハ
従
来
我
属
藩
」
で
あ
っ
て
「
我
ハ
只
我
属
地
ト
嗣
矯
」
す
と
主
張
し
、
琉
球
H

日
本
専
属
論
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

北
京
に
於
け
る
日
清
舎
談
で
琉
球
の
「
所
属
」
が
論
議
さ
れ
た
と
い
う
情
報
に
接
し
た
東
京
滞
在
中
の
浦
添
親
方
朝
昭
ら
は
敏
感
に
反
麿
し
、

発
西
(
明
治
六
年
)
六
月
二
二
日
、
外
務
省
の
上
野
景
範
の
私
邸
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
「
琉
球
モ
素
ヨ
リ
日
本
ノ
管
轄
ニ
テ
、
唐
エ
モ
層
、
ン
管
轄

い
つ
れ
一
方
江
相
片
付
候
様
無
之
候
テ
は
不
叶
、
此
節
外
務
卿
ヨ
リ
唐
政
府
御
判
談
を
以
、
以
来
一
ト
管
轄
相
成
候
方
ニ
御
議
定
可
被

不
随
、

成
候
」
と
の
情
報
を
惇
え
ら
れ
、
副
島
や
上
野
ら
が
琉
球
の
日
本
専
属
を
決
定
す
る
積
も
り
だ
と
の
意
向
を
知
っ
て
驚
惇
し
、
「
此
の
上
な
き

(
山
)

御
困
難
」
の
到
来
と
受
け
止
め
て
、
こ
の
情
報
を
三
司
官
ら
の
琉
球
首
脳
部
へ
惇
達
し
て
い
る
。
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狼
狽
し
た
琉
球
嘗
局
は
現
朕
維
持
(
日
清
雨
属
)
の
方
策
を
模
索
し
、
在
京
の
琉
球
役
人
に
情
報
の
収
集
と
明
治
政
府
首
局
へ
の
陳
情
を
指

示
し
た
。
在
京
役
人
の
輿
那
原
良
傑
(
馬
粂
才
)
は
発
酉
(
明
治
六
年
)
閏
六
月
一
九
日
、
北
京
か
ら
時
園
し
た
ば
か
り
の
副
島
外
務
卿
の
私
邸

を
訪
問
し
、
「
琉
球
者
往
古
ヨ
リ
皇
園
又
ハ
支
那
エ
モ
相
属
候
慮
、
今
般
支
那
御
談
判
、
一
管
轄
ノ
方
可
被
仰
付
御
吟
味
ノ
哉
ニ
承
及
申
候
。

全
林
、
小
邦
御
雨
園
エ
奉
属
、
園
家
相
立
、
夫
故
日
本
支
那
者
琉
園
之
父
母
ト
申
停
候
慮
、
自
然
前
文
通
ニ
テ
ハ
無
此
上
難
題
成
立
可
申
ト
必

至
ト
驚
痛
仕
候
」
と
日
本
専
属
に
さ
れ
て
は
困
る
と
い
う
琉
球
の
立
場
を
懸
命
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
副
島
は
「
此
節
於
支
那
何
そ
琉
球
エ
相
拘

候
事
件
御
談
判
又
ハ
支
那
ヨ
リ
尋
筋
等
無
之
」
と
琉
球
問
題
に
つ
い
て
は
何
ら
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
惚
け
な
が
ら
も
、
「
事
豆
湾
御

征
伐
一
件
一
一
付
テ
ハ
、
琉
球
者
日
本
支
配
ニ
テ
候
ヲ
致
殺
害
候
趣
ヲ
以
、
及
御
掛
合
候
」
と
琉
球
人
遭
難
事
件
の
談
判
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め

た
の
で
、
奥
那
原
は
な
お
食
い
さ
が
り
、
「
琉
球
小
邦
丈
何
カ
国
鉢
制
度
相
改
候
テ
ハ
、
上
下
安
心
不
致
、
園
家
相
泊
中
間
敷
候
問
、
何
篇
是

迄
ノ
通
取
行
候
方
ニ
御
心
得
被
下
度
」
と
懇
願
し
た
と
こ
ろ
、
副
島
の
方
か
ら
「
琉
球
者
固
林
制
度
諸
情
此
中
ノ
通
被
仰
付
候
。
(
中
略
)
圏
中

政
道
向
ハ
都
テ
藩
王
御
任
ニ
テ
候
問
、
少
モ
念
遣
無
之
様
」
と
の
返
答
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
輿
那
原
は
聞
髪
を
入
れ
ず
「
誠
以
難
有
次
第
奉

存
候
、
乍
恐
右
ノ
趣
御
染
筆
ヲ
以
被
成
下
候
ハ
、
、
上
下
一
同
安
堵
可
仕
」
と
、
副
島
の
口
頭
に
よ
る
約
束
を
文
書
化
し
て
く
れ
る
よ
う
求
め

(
川
)

て
承
諾
を
得
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
翌
年
三
月
、
琉
球
首
局
は
副
島
の
口
頭
拘
束
を
丈
書
で
確
認
す
る
た
め
に
、
「
廃
藩
ノ
御
慮
置
ハ
固
ヨ
リ

有
之
間
敷
候
付
、
園
鉢
政
鉢
永
久
不
相
替
、
且
清
固
交
通
向
モ
是
迄
ノ
通
被
仰
付
候
段
御
口
達
ノ
趣
等
、
藩
王
始
諸
官
委
曲
拝
承
仕
、
誠
以
難

有
仕
合
安
堵
仕
申
候
o

(

中
略
)
右
御
請
御
櫨
矯
可
申
上
、
如
斯
御
坐
候
」
と
の
確
認
丈
書
を
外
務
大
丞
の
花
房
義
質
と
外
務
省
六
等
出
仕
の

(
凹
)

伊
地
知
貞
馨
宛
に
提
出
し
て
い
る
。

副
島
外
務
卿
の
口
頭
の
拘
束
だ
け
で
な
く
「
固
瞳
政
瞳
永
久
に
相
替
ら
ず
」
と
の
確
認
丈
書
が
外
務
省
首
脳
と
の
聞
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
こ

701 

と
に
よ
っ
て
、
琉
球
の
現
賦

(
H
清
雨
属
)
は
保
註
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
も
明
治
政
府
は
琉
球
に
封
し
て
内
政

(

m

)

(

阻
)

調
査
の
た
め
に
大
蔵
省
官
僚
を
迭
り
込
み
、
琉
球
諸
島
に
「
御
国
旗
」
の
掲
揚
を
義
務
づ
け
、
米
側
蘭
の
「
各
国
ト
取
結
候
倹
約
」
の
提
出
を

(m) 

命
ず
る
な
ど
、
「
我
藩
属
ノ
盟
制
徹
底
」
の
た
め
の
措
置
を
着
賓
に
賓
施
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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702 

向
泰
冊
封
前
後
の
以
上
の
事
賓
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
副
島
の
向
泰
冊
封
論
は
日
清
雨
属
論
を
前
提
と
し
て
い
た
の
で
左
院
の
雨
属
論
と

「
ほ
ほ
一
致
」
し
、
井
上
馨
や
大
久
保
利
通
ら
の
日
本
専
属
論
H

併
合
論
と
は
質
的
に
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
小
風
氏
の
論
黙
に
は
重
大
な
難

貼
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
琉
球
の
日
本
専
属
l
併
合
を
最
終
的
目
標
と
し
た
貼
で
は
、
副
島
も
大
久
保
ら
と
共
通

の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
も
、
明
治
五
年
の
時
黙
で
の
副
島
の
向
泰
冊
封
論
は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
現
肱
壁
更
を
避
け
て
琉
球
を
懐
柔
し
つ
つ
、

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
一
時
的
な
「
雨
属
容
認
」
論
で
あ
っ
て
、
左
院
の
提
起
し
た
長
期
的
外
交
戦
略
と
し
て
の
「
雨
属
公
認
」

論
と
は
質
的
に
異
な
っ
て
い
た
と
言
、
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
副
島
の
向
泰
加
封
日
「
雨
属
容
認
」
論
は
琉
球
首
局
を
懐
柔
す
る
た

め
の
一
時
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
過
ぎ
ず
、
む
し
ろ
最
終
的
な
琉
球
併
合
へ
向
け
て
の
巧
妙
な
布
石
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
中
琉
日
開
係

の
再
編
成
過
程
に
お
け
る
重
要
な
一
契
機
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
清
固
に
封
し
て
は
日
本
専
属
論
を
、
琉
球
に
封
し
て
は
雨
属
容
認
論
を
使
い
分
け
て
釘
廃
し
た
副
島
外
務
卿
ら
の
パ
フ
ォ

l
マ

ン
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
首
局
に
と
っ
て
は
、
「
固
瞳
政
瞳
永
久
に
相
替
わ
ら
ず
」
と
の
約
束
は
、
明
治
政
府
の
併
合
策
に
封
す
る
一
定

の
歯
止
め
の
役
割
、
抵
抗
の
擦
り
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
琉
球
併
合
の
最
終
段
階
で
、
琉
球
庭
分
官
の
松
田
道
之
は
琉
球
側
の
抵
抗
の

擦
り
所
と
な
っ
た
副
島
外
務
卿
ら
の
約
束
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。

該
藩
〔
琉
球
凶
〕
ハ
寓
園
公
法
ニ
論
ス
ル
所
ノ
隷
属
ノ
園
町
チ
半
主
園
ヲ
以
テ
論
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
純
然
タ
ル
内
園
ノ
一

藩
地
ニ
シ
テ
、
恰
モ
封
馬
ト
同
一
般
ナ
レ
ハ
、
方
今
該
藩
ノ
瞳
制
、
我
カ
園
瞳
ニ
適
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
改
革
ス
ル
ニ
何
ノ
憧
ル
所
ア

ラ
ン
ヤ
。
然
ル
ニ
先
年
副
島
種
臣
外
務
卿
奉
職
ノ
時
ニ
首
リ
、
該
藩
一
一
説
ク
ニ
圃
瞳
政
睦
永
久
饗
更
セ
サ
ル
ノ
事
ヲ
以
テ
ス
。
此
言
ヤ
、
水

遠
饗
ス
可
ラ
サ
ル
ノ
官
令
ニ
ア
ラ
ス
ト
難
モ
、
外
務
卿
ノ
職
任
ヨ
リ
出
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
全
ク
放
力
ナ
シ
ト
ス
可
ラ
ス
。
故
ニ
該
藩
ニ

於
テ
ハ
不
朽
ノ
金
言
ト
シ
テ
常
ニ
之
ヲ
主
張
、
ン
、
奮
制
ヲ
維
持
ス
ル
ノ
辞
柄
ト
ナ
シ
、
且
政
府
モ
該
藩
ヲ
久
シ
ク
制
外
暖
昧
ノ
間
ニ
置
ク

(m) 

鉄
典
ア
リ
。
故
一
一
今
俄
然
繁
革
ヲ
行
フ
ニ
ハ
遁
首
ノ
候
理
ト
辞
柄
ト
ナ
カ
ル
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

明
治
六
年
の
時
貼
で
の
琉
球
に
針
す
る
副
島
外
務
卿
の
約
束
を
反
古
に
し
て
琉
球
庭
分
の
大
義
名
分
を
提
示
す
る
こ
と
が
、
明
治
八
年
以
後
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の
松
田
道
之
ら
の
重
要
に
し
て
不
可
避
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
松
田
由
処
分
官
が
提
示
し
た
琉
球
慮
分
の
大
義
名
分
と
は
、
琉

球
首
局
が
明
治
政
府
の
冊
封
進
貢
停
止
命
令
に
従
わ
ず
、
欧
米
各
国
の
駐
日
公
使
や
清
園
公
使
に
琉
球
救
国
請
願
書
を
提
出
し
た
と
い
う
事
貰

(
M
)
 

で
あ
る
。
し
か
し
、
松
田
庭
分
官
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
「
保
理
ト
辞
柄
」
、
即
ち
大
義
名
分
は
琉
球
側
か
ら
見
れ
ば
本
末
韓
倒
の
言
い
が
か

り
に
遇
、
さ
ず
、
説
得
力
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
却
っ
て
明
治
政
府
に
針
す
る
琉
球
側
の
不
信
感
を
増
幅
さ
せ
る
淵
源
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

お

わ

り

琉
球
使
節
の
進
京
・
参
府
問
題
や
日
清
雨
固
の
向
泰
加
封
問
題
は
、
中
琉
関
係
と
日
琉
関
係
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で

あ
っ
て
、
相
互
に
閲
連
し
合
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
成
豊
・
同
治
期
、
幕
末
維
新
期
の
日
清
雨
固
に
お
け
る
内
戦
や
政
争
、
政
権
交
代
な
ど
の

非
常
事
態
の
な
か
で
は
、
琉
球
王
固
の
存
立
を
脅
か
す
危
機
的
要
因
へ
縛
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
危
機
的
状
況
の
中
に
お
け
る
琉
球
側
の

封
麿
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
第
一
に
進
京
・
参
府
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
琉
球
首
局
は
向
泰
冊
封
の
前
提

保
件
と
し
て
進
京
問
題
を
重
視
し
、

い
か
な
る
リ
ス
ク
を
も
顧
み
ず
執
揃
に
進
京
を
要
請
し
た
が
、
他
方
で
自
ら
コ
ス
ト
を
負
捨
し
リ
ス
ク
に

配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
参
府
問
題
に
針
し
て
は
消
極
的
に
針
臆
し
た
こ
と
、
第
二
に
向
泰
加
封
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
琉
球
首
局
は
向

泰
へ
の
求
心
力
を
強
化
し
、
欧
米
列
強
や
薩
摩
藩
の
匪
力
に
抵
抗
す
る
た
め
の
最
大
の
安
全
保
障
策
と
し
て
、
清
圃
首
局
に
向
泰
の
冊
封
を
要

請
(
請
封
)
し
、
莫
大
な
コ
ス
ト
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
を
経
て
珊
封
使
来
琉
に
よ
る
「
頒
封
」
方
式
の
珊
封
を
賓

現
し
た
も
の
の
、
そ
の
財
政
的
「
後
遺
症
」
に
苦
し
む
こ
と
と
な
り
、
六
年
後
に
は
、
明
治
天
皇
に
よ
る
一
方
的
な
「
請
封
な
き
領
封
」
方
式

の
冊
封
に
内
包
さ
れ
た
危
機
的
要
因
を
察
知
し
な
が
ら
も
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
明
治
政
府
首
局
と
の
交
渉
過
程
で
獲
得
し
た
「
園
韓
政

睦
永
久
に
相
替
わ
ら
ず
」
と
の
約
束
も
、
ま
も
な
く
反
古
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

703 
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註(
1
)
西
里
喜
行
『
清
末
中
琉
日
関
係
史
の
研
究
』
(
京
都
大
串
皐
術
出

版
命
日
、
二

O
O
五
年
)
緒
論
及
び
第
一
一
編
、
第
一
・
二
章
参
照
。

(
2
)
何
烈
『
清
成
・
同
時
期
的
財
政
』
(
図
立
編
誇
館
、
一
九
八
一
年
)

0

郭
廷
以
『
近
代
中
図
的
繁
局
」
(
聯
経
出
版
、
民
園
七
六
年
)
0

山石井

茂
樹
『
中
園
近
世
財
政
史
の
研
究
』
(
京
都
大
皐
皐
術
出
版
舎
、
二

O
O
四
年
)
o

石
井
寛
治
・
関
口
尚
志
編
『
世
界
市
場
と
幕
末
開
港
』

(
東
京
大
向
学
出
版
台
、
一
九
八
二
年
)
o

佐
々
木
克
『
幕
末
政
治
と

薩
摩
藩
』
(
士
門
川
弘
文
館
、
二

O
O
四
年
)
等
参
照
。

(
3
)

西
里
喜
行
「
成
豊
・
同
治
期
(
幕
末
維
新
期
)
の
中
琉
日
関
係
に

お
け
る
銅
材
献
納
(
購
入
)
問
題
」
(
『
琉
球
大
向
学
教
育
準
部
紀
要
」

第
六
八
集
、
二

O
O六
年
三
月
)

0

(
4
)
同
県
条
平
房
昭
「
幕
末
期
の
海
外
情
報
と
琉
球
|
|
太
平
天
園
の
乱

を
中
心
に
|
|
」
『
琉
球
・
沖
縄
ー
ー
そ
の
歴
史
と
日
本
史
像
』
(
雄

山
関
、
昭
和
六
二
年
)
o

紙
屋
敦
之
「
琉
球
使
節
の
最
後
に
闘
す
る

考
察
」
『
幕
藩
制
園
家
の
琉
球
支
配
』
(
校
倉
書
房
、
一
九
九

O
年
)

0

豊
見
山
和
行
「
封
幕
府
関
係
と
封
中
園
関
係
に
見
る
琉
球
園
の
特

徴
」
『
琉
球
・
沖
縄
史
の
世
界
』
(
古
川
弘
『
凡
館
、
二

O
O
二
年
)
等
。

(
5
)

貌
皐
源
「
一
繭
建
進
京
水
陸
路
程
」
、
徐
恭
生
「
清
代
の
琉
球
朝
京

使
節
の
研
究
」
『
中
園
一
拍
建
省
・
琉
球
列
島
交
渉
史
の
研
究
」
(
研
究

調
査
委
員
舎
編
、
第
一
書
房
、
一
九
九
瓦
年
)
所
収
。

(
6
)

陳
捷
先
「
清
代
琉
使
在
華
行
程
輿
活
動
略
考
」
『
第
二
回
琉
中
歴

史
関
係
園
際
問
字
術
曾
議
琉
中
歴
史
関
係
論
文
集
』
(
凶
際
皐
術
舎

議
官
(
行
委
員
八
回
、
一
九
八
九
年
)
参
照
。

(
7
)

頼
正
維
「
清
代
一
噛
建
委
採
官
員
護
送
琉
球
使
臣
赴
京
考
」
『
第
五

」

居
中
琉
際
史
闘
係
閣
宇
術
曾
議
論
文
集
』
(
一
耐
建
数
育
出
版
枇
、
一
九

九
六
年
)
o

文
斌
「
清
代
の
宮
中
槍
案
か
ら
見
た
琉
球
岡
の
朝
貢
活

動
」
『
第
一
回
琉
球
・
中
園
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文

集
』
(
沖
縄
豚
立
園
書
館
、
一
九
九
三
年
)
等
参
照
。

(
8
)

前
掲
・
陳
捷
先
論
文
。
前
掲
・
徐
恭
生
論
文
。
前
掲
・
え
斌
論
丈
。

な
お
、
乾
隆
年
聞
を
境
に
し
て
琉
球
使
節
の
北
京
滞
在
期
間
が
正
月

を
は
さ
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
深
津
秋
人
「
琉
球
使

節
の
北
京
滞
在
期
間
|
|
清
朝
と
の
通
交
期
を
中
心
に
|
|
」
『
沖

縄
国
際
大
皐
総
合
皐
術
研
究
紀
要
』
(
第
八
巻
第
一
競
、
二

O
O
四

年
)
参
照
。

(
9
)

中
圏
第
一
一
歴
史
槍
案
館
編
『
清
代
中
琉
閥
係
棺
案
選
編
』
(
中
華

査
一
目
局
出
版
、
一
九
九
三
年
)
九
三
二
頁
(
以
下
、
『
棺
案
選
編
』
と

略
稽
)
。

(
日
)
琉
球
王
岡
評
定
所
文
書
編
集
委
員
合
編
『
琉
球
王
図
評
定
所
文

幸
田
』
第
八
を
(
浦
添
市
教
育
委
員
舎
、
一
九
九
二
年
)
一
八
二

l
一

八
三
頁
(
以
下
、
『
評
定
所
文
書
』
八
の
よ
う
に
略
記
)
。

(
日
)
「
中
山
世
譜
』
巻
十
三
、
横
山
重
編
『
琉
球
史
料
叢
書
』
(
東
京

美
術
、
昭
和
四
七
年
)
四
、
二
六
一

l
二
六
二
頁
(
以
下
、
「
世
譜
』

十
三
『
叢
書
』
四
の
よ
う
に
略
記
)
o

中
圏
第
一
一
歴
史
檎
案
館
編

『
清
代
中
琉
関
係
棺
案
三
編
』
六
二
瓦
頁
(
以
下
『
棺
案
三
編
」
と

略
記
)
。
「
卜
論
(
成
翌
四
年
九
月
壬
反
)
」
『
大
清
文
宗
類
(
成
豊
)

皇
帝
賓
録
(
四
)
』
(
蓋
湾
華
文
書
局
)
二
五
三
二
頁
(
以
下
、
「
上

議
(
成
翌
四
年
九
月
壬
辰
)
」
『
文
宗
一
貫
録
』
巻
一
四
六
の
よ
う
に
略

記
)

0
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(
ロ
)
『
那
覇
市
史
」
資
料
篇
第
一
巻
六
、
一
九
O
l
一
九
一
頁
。

(
日
)
『
槍
案
三
編
」
、
六
二
七
l
六
二
八
頁
。

(
日
)
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
六
、
一
九

O
l
一
九
一
頁
。
「
上

詠
(
成
幽
豆
四
年
二
一
月
戊
申
)
」
『
文
宗
，
貫
録
』
巻
一
五
回
。

(
日
)
『
世
週
間
』
卜
三
『
叢
書
」
四
、
二
六
一
頁
。

(
時
)
『
棺
案
選
編
」
九
九
三
頁
l
九
九
四
頁
。

(η)

『
世
譜
』
卜
三
『
叢
書
」
四
、
二
六
四
頁
。

(
国
)
中
園
第
一
一
歴
史
槍
案
館
編
『
清
代
中
琉
閥
係
棺
案
績
編
』
(
中
華

書
局
出
版
、
一
九
九
四
年
)
一
四
一
七

i
一
四
一
九
頁
(
以
下
、

『
棺
案
績
編
』
と
略
記
)

0

(
印
)
中
国
第
一
一
歴
史
槍
案
舘
編
『
清
代
中
琉
関
係
檎
案
五
編
』
(
中
国

槍
案
出
版
祉
、
二

O
O
二
年
)
一
一
一
七
l
一
二
八
頁
(
以
下
、
『
槍

案
-
立
編
』
と
略
記
)

0

「
上
詠
(
成
幽
=
一
早
九
年
二
月
炭
申
)
」
『
文
宗
昔
、

録
』
巻
二
七
六
。

(
初
)
『
槍
案
五
編
」
六
七
九
1

六
八
一
頁
。

(
幻
)
『
槍
案
選
編
」
一

O
O
八
1
一
O
O
九
百
九

(
幻
)
「
世
譜
」
十
三
宮
求
書
」
四
、
二
六
六
頁
。

(
お
)
『
那
覇
市
史
」
資
料
篇
一
巻
六
、
一
九

0
1
一
九
一
頁
。

(μ)

『
槍
案
三
編
」
六
二
五
百
円
。

(
お
)
「
上
議
(
成
豊
四
年
一
一
一
月
戊
申
)
」
『
丈
示
賓
録
」
虫
色
一
五
回
。

(
お
)
『
欽
定
大
清
曾
典
事
例
(
嘉
慶
朝
)
』
巻
三
九
八
、
一
一
貝
(
文
海

出
版
壮
、
八
O
一
一
一
頁
)

0

(
幻
)
『
棺
案
五
編
」
一
一
一
六
1
一
二
七
頁
。

(
お
)
『
檎
案
選
編
」
一

O
四
三
頁
。

(
m
U
)

中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編
『
四
園
新
檎
』
英
国
檎
下
、
五
八

705 

」

『
宵
崎
市
定
全
集
』

一
頁
0

1

y

耕
雲
『
出
豆
町
洋
疏
』
第
二
、

代
」
、
一
四
-
二
頁
。

(
初
)
以
下
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
「
世
譜
」
十
三
一
「
叢
書
』

四
、
二
六
七
頁
以
下
に
振
る
。

(
況
)
「
評
定
所
文
書
』
十
五
、
八
六
百
八
。

(
沼
)
「
歴
代
資
案
』
第
三
集
第
四
巻
第
三
競
文
書
、
蚕
湾
大
向
学
影
印
本

第
十
五
冊
、
八
四
八
五
頁
以
下
(
以
下
、
『
賓
案
』
三
四
三
、

蚕
大
本
十
五
、
八
四
八
五
頁
以
下
の
よ
う
に
略
記
)
。
「
棺
案
選
編
』

一
O
二
二
1

一
O
二
三
頁
。

(
お
)
「
棺
案
選
編
』
一

O
一一一一

1
一
O
二
三
頁
。

(
災
)
「
世
譜
」
十
一
一
一
『
叢
書
」
四
、
二
七

O
頁。

(
お
)
「
賓
案
』
三
七
九
、
豪
大
本
第
十
五
、
八
五
四
八
頁
以
下
。

(
お
)
「
世
譜
」
十
三
『
叢
書
」
四
、
二
七

O
頁。

(
幻
)
清
代
前
期
、
即
ち
康
照
一
一
一
一
年
と
一
五
年
に
一
一
一
藩
の
乱
の
た
め
進

貢
使
が
一
以
遣
で
き
な
か
っ
た
事
例
は
、
唯
一
の
前
例
で
あ
る
。
前

掲
・
深
川
律
論
文
参
照
。

(
お
)
山
出
哲
史
「
上
園
使
者
一
覧
|
|
中
山
世
譜
附
巻
に
よ
る
分
類
・

整
理
|
|
」
(
『
史
料
編
集
所
紀
要
』
第
二
十
三
焼
、
一
九
九
八
年
)

参
照
。

(
ぬ
)
江
戸
上
り
使
節
は
一
六
三
四
年
の
謝
恩
使
か
ら
一
八
五

O
年
の
謝

恩
使
ま
で
一
八
回
汲
遣
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
宮
城
楽
口
円
『
琉
球
使
者

の
江
戸
上
り
」
(
第
一
書
房
、
昭
和
五
七
年
)
、
横
山
準
『
琉
球
凶
使

節
渡
来
の
研
究
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
)
等
参
照
。

(ω)
宮
城
・
前
掲
童
H

七
五

l
七
六
頁
。
紙
屋
敦
之
「
江
戸
上
り
」
『
新

琉
球
史
』
近
世
編
下
(
琉
球
新
報
世
、
一
九
九
O
年)。

一
六
「
近

十

「
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706 

(
社
)
「
世
譜
」
附
巻
五
、
向
温
王
乾
隆
六
O
年
の
僚
に
「
本
園
、
近
年

貯
乏
し
、
上
届
戊
年
(
寛
政
二
)
使
を
江
戸
に
遣
わ
す
。
来
年
ま
た

使
を
江
戸
に
遣
わ
さ
ん
と
す
。
其
の
費
、
堪
え
難
し
」
と
あ
る

(
『
叢
書
」
五
、
七
八
頁
)

0

(
必
)
薩
摩
藩
も
財
政
逼
迫
の
た
め
濁
自
で
釘
感
で
き
ず
、
寛
政
八
(
一

七
九
六
)
年
以
来
、
「
琉
球
人
参
府
召
連
れ
」
費
用
と
し
て
幕
府
か

ら
借
金
し
て
、
そ
の
一
部
を
琉
球
へ
貸
し
附
け
る
こ
と
が
慣
例
化
し

た
と
い
う
(
宮
城
・
前
掲
書
一
九
二

l
二
O
二
頁
、
紙
屋
・
前
掲
論

文
参
照
)
。

(
幻
)
「
世
週
間
」
附
巻
七
室
主
一
目
」
五
、
一
一

O
頁。

(
必
)
(
必
)
東
京
大
事
史
料
編
纂
所
所
栽
『
江
戸
立
ニ
付
仰
波
間
』
(
窮

本
)

0

(
必
)
「
向
姓
家
譜
(
伊
江
家
)
」
・
「
馬
姓
家
譜
(
小
椋
家
)
」
『
那
覇
市

史
』
資
料
篇
第
一
巻
七
、
三
四
三
頁
、
瓦
三
八
頁
。
宮
城
・
前
掲
書

一八百ハ。

(
釘
)
『
江
戸
立
ニ
附
仰
渡
留
』
0

(
必
)
紙
屋
敦
之
「
琉
球
使
節
の
最
後
に
閲
す
る
考
察
」
『
幕
藩
制
凶
家

の
琉
球
支
配
』
(
校
倉
書
房
、
一
九
九
O
年
)
参
照
。

(
羽
)
(
呂
地
正
人
「
幕
末
維
新
期
の
園
'
家
と
外
交
」
『
講
座
円
本
歴
史
」

七
「
近
代
」
一
(
束
京
大
皐
出
版
合
、
一
九
八
五
年
)
等
参
照
。

(
印
)
鹿
児
島
豚
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
豚
史
料
斉
彬
公
史

料
』
第
-
二
審
(
鹿
児
島
市
林
、
昭
和
五
八
年
)
二
四
八
競
?
げ
人
書
、
一
一
一
一
一

四
l
三
二
七
頁
(
以
下
、
『
春
川
彬
公
史
料
』
三
の
よ
う
に
略
記
)
o

紙

屋
・
前
掲
論
文
(
前
掲
書
)
参
照
。

(
日
)
「
向
姓
家
譜
(
伊
江
家
)
」
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
七
、
三

」

四
三
頁
。

(
臼
)
「
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
七
、
一
一
一
四
四
頁
。
日
本
史
籍
協
合
同

編
「
野
史
蓋
維
新
史
料
叢
書
二
十
八
』
「
安
政
録
・
常
陸
帯
」
(
束

京
大
皐
出
版
舎
、
昭
和
田
八
年
覆
刻
、
三
四
頁
。

(
臼
)
紙
屋
・
前
掲
論
文
(
前
掲
書
)
o

な
お
、
幕
府
の
参
府
延
期
命
令

は
将
軍
家
定
の
死
去
ゃ
ん
背
彬
の
急
死
と
は
直
接
関
係
な
く
出
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
紙
屋
氏
の
推
測
に
つ
い
て
は
、
琉
球
側
の
史
料

に
も
「
今
般
江
戸
立
之
筈
付
、
常
夏
御
使
者
役
々
上
園
震
被
仰
付
事

候
慮
、
公
法
御
園
事
多
端
之
折
柄
付
、
年
延
被
仰
付
候
旨
被
仰
渡
、

追
市
公
庁
様
被
遊
亮
御
、
江
戸
立
一
件
等
、
何
分
仰
渡
御
到
来
無
御

座
候
得
共
、
右
御
仕
合
付
而
者
、
云
々
」
(
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第

一
巻
七
、
三
四
四
頁
)
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
定
の
死

去
以
前
に
延
期
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

(
日
)
(
日
)
『
江
戸
立
ニ
付
仰
渡
向
同
』
0

(
日
)
「
向
姓
家
譜
」
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
七
、
三
四
三
頁
。

(
日
)
「
鹿
児
島
豚
史
料
新
納
久
仰
雑
譜
』
二
、
六
二
二
頁
(
以
下
、

『
新
納
久
仰
雑
譜
』
二
)

0

(
同
)
「
近
代
円
本
線
合
年
表
」
第
二
版
(
岩
波
書
庖
、
一
九
八
四
年
)

一
四
頁
。

(
印
)
『
鹿
児
島
豚
史
料
忠
義
公
史
料
』
第
一
巻
、
一
八
四
競
文
書
、

一五

O
頁
(
以
下
、
『
忠
義
公
史
料
』
二
。
な
お
、
紙
屋
氏
は
こ
の

内
音
ω
伺
い
を
参
府
猫
橡
願
い
と
受
け
止
め
、
「
薩
『
岡
県
藩
は
琉
球
使
節

の
江
戸
上
り
が
隼
皇
汲
志
士
の
軍
事
計
書
一
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
警

戒
し
、
事
前
に
慶
賀
使
の
猫
散
を
願
い
出
た
も
の
と
推
察
」
し
て
い

十

「
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る
が
、
薩
『
岡
県
藩
が
事
前
に
琉
球
側
と
協
議
し
た
の
か
ど
う
か
、
琉
球

側
の
反
麿
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
(
紙
屋
「
江
戸
上
り
」
『
新
琉
球
史
』
近
世
編
下
、
三
五
頁
)
。

(

ω

)

(

臼
)
『
忠
義
公
史
料
』
一
、
一
八
四
披
文
書
。
な
お
、
参
府
延
期

命
令
が
薩
摩
藩
必
田
局
か
ら
琉
球
側
へ
惇
え
ら
れ
た
の
は
同
年
六
月
の

こ
と
で
あ
る
(
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
七
、
二
一
四
四
頁
)

0

(
臼
)
日
本
史
籍
協
曾
編
『
夷
匪
入
港
録
』
一
(
東
京
大
島
ナ
出
版
合
、
昭

和
四
二
年
復
刻
)
一
二
0
1
三
一
一
一
頁
。
な
お
、
最
近
、
岩
崎
奈
緒
子
氏

は
同
史
料
に
依
援
し
な
が
ら
、
琉
球
の
「
日
本
へ
の
従
属
を
明
言
」

し
て
い
る
と
か
、
「
幕
府
が
、
日
本
の
琉
球
支
配
の
隠
蔽
を
歎
認
す

る
立
場
を
嬰
更
」
し
た
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
(
山
石
崎
奈
緒
子
「
蝦

夷
地
・
琉
球
の
〈
近
代
〉
」
『
講
座
日
本
際
史
』
東
京
大
皐
出
版
舎
、

二
O
O
五
年
)
。

(
出
)
(
臼
)
紙
屋
「
江
戸
上
り
」
『
新
琉
球
史
』
近
世
編
下
、
一
七
頁
、

一二百ハ。

(
町
山
)
紙
屋
・
前
掲
書
二
七

O
頁。

(
侃
)
肢
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
琉
球
の
正
史
に
は
「
夫
れ
使
を
江
戸
に

遣
わ
す
や
、
諸
費
甚
だ
多
し
」
(
『
球
陽
」
原
文
編
六
O
九
頁
)
と
か

「
寛
政
以
来
、
賀
慶
・
謝
恩
に
因
り
江
戸
へ
遣
使
す
る
こ
と
巳
に
五

次
、
(
中
略
)
資
財
の
耗
億
は
許
多
に
及
び
、
正
に
岡
家
困
窮
の
秋

に
在
り
」
(
「
世
譜
」
附
巻
六
『
叢
書
』
五
、
一

O
六
百
円
)
な
ど
と
、

参
府
費
用
が
財
政
を
堅
泊
し
て
い
る
と
の
記
述
が
屡
々
登
場
す
る
。

(
訂
)
『
忠
義
公
史
料
』
一
、
一
八
四
競
文
書
。

(
侃
)
徳
川
慶
喜
が
第
十
五
代
将
軍
を
襲
職
し
た
慶
陸
一
一
(
六
六
年
)
年

の
八
月
以
後
、
琉
球
側
か
ら
「
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
か
け

707 

」

て
」
参
府
使
節
の
汲
遣
を
薩
摩
藩
や
幕
府
に
申
し
入
れ
た
事
賓
は
な

い
こ
と
、
同
時
期
に
琉
球
側
は
財
政
逼
迫
状
況
に
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
高
難
を
排
し
て
清
岡
か
ら
加
封
使
を
迎
え
入
れ
て
い
た
こ

と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(ω)
異
境
名
安
血
ハ
『
沖
縄
一
千
年
史
」
(
沖
縄
郷
土
研
究
舎
、
昭
和
九

年
三
版
)
六
一
七
頁
。

(
同
)
「
球
陽
』
原
文
編
、
四
九
八
頁
。

(
礼
)
束
恩
納
寛
惇
編
『
向
泰
侯
賓
録
』
(
原
書
房
、
昭
和
四
六
年
覆
刻
)
、

一
O
二
頁
。

(η)

「
新
納
久
仰
雑
譜
』
二
、
四
四
八
頁
。

(
ロ
)
「
世
譜
」
十
一
一
一
『
叢
書
」
四
、
二
六
九
頁
。

(
九
)
「
球
陽
』
巻
二
十
二
、
原
文
編
五
三
六
頁
、
讃
下
し
編
六
二
二
l

ムハ一一一一一百ハ
0

(
お
)
請
封
使
一
以
遣
に
首
た
っ
て
の
琉
球
側
の
苔
文
に
よ
れ
ば
、
「
恭
し

く
査
す
る
に
、
欽
差
、
倣
凶
に
貰
臨
す
る
の
一
案
は
従
前
歴
届
の
成

例
あ
り
。
請
封
の
次
年
に
於
い
て
謹
み
て
接
封
使
臣
を
遣
わ
し
、

.. 

越
え
て
翌
年
に
至
り
、
欽
差
を
迎
接
し
て
一
同
に
園
に
到
る
と
定

む
」
(
『
賓
案
」
一
二
十
八
、
墓
大
本
第
十
五
、
八
六
四
六
百
八
)
と

あ
る
。

(
苅
)
「
賓
案
』
三
十
一
一
一
「
附
文
」
、
妻
大
本
第
十
五
、
八
六
七

一
頁
。
な
お
、
副
使
の
毛
克
述
ら
は
八
月
二
五
旦
脂
州
出
設
、
十
一

月
三
十
日
に
北
京
へ
到
着
し
て
い
る
。

(
打
)
「
世
譜
」
十
三
『
叢
書
」
四
、
二
七
二

1
二
七
三
頁
。

(
花
)
「
賓
案
』
二
一
|
十
二
、
豪
大
本
第
十
五
、
八
五
三
九
頁
。

(
乃
)
「
賓
案
』
三
十
三
、
豪
大
本
第
十
五
、
八
五
四
O
頁。

十
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(
剖
)
『
賓
案
』
三
十
八
「
附
文
」
、
蓋
大
本
第
十
五
、
八
六
四
七

ー
八
六
五

O
頁。

(
別
)
「
林
氏
家
譜
」
「
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
六
、
八
六
七
l
八

六
八
頁
。
以
下
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
同
史
料
に
擦
る
。

(
幻
)
同
治
二
一
年
二
一
月
二

O
日
、
一
相
建
巡
撫
徐
山
市
幹
か
ら
提
出
さ
れ
た

琉
球
請
封
の
件
に
つ
い
て
の
上
奏
文
に
は
、
「
該
図
五
世
子
向
泰
の

男
に
王
爵
を
襲
封
す
る
を
次
口
請
す
る
の
一
案
に
至
っ
て
は
、
核
べ
た

る
に
各
前
案
と
相
い
符
す
れ
ば
、
庭
さ
に
一
井
に
題
明
し
、
部
議
を

聴
候
せ
ん
と
す
。
請
、
っ
所
の
、
欽
差
園
に
到
り
て
加
封
す
る
に
は
往

例
に
情
照
し
、
同
治
津
年
の
秋
の
聞
を
侯
ち
、
該
園
よ
り
浩
一
使
し
て

闘
に
赴
き
、
欽
差
を
迎
接
し
て
、
伍
年
一
夏
の
初
め
に
於
い
て
、
夷
使

と
同
に
図
に
到
ら
し
め
た
し
と
の
庭
は
、
井
、
び
に
部
に
救
し
て
迅
に

核
議
し
て
悶
に
覆
し
て
、
盆
照
せ
し
め
、
来
年
の
貢
船
返
悼
す
る
の
と

き
、
該
図
王
世
了
に
移
苔
し
て
査
照
せ
し
め
ん
こ
と
を
懇
う
」
と
あ

る
(
『
槍
案
績
編
』
、
一
四
四
四
1
一
四
四
九
頁
)

0

(
お
)
こ
の
閥
、
琉
球
嘗
局
は
鄭
乗
衡
を
一
帽
州
へ
汲
遣
し
、
加
封
使
渡
琉

に
蛍
た
っ
て
の
諸
問
題
を
、
一
耐
州
常
局
と
交
渉
さ
せ
て
い
る
(
豊
見

山
和
行
「
〔
史
料
紹
介
〕
救
使
御
迎
大
夫
長
楽
里
親
方
日
記
」
『
歴
代

貨
案
研
究
』
第
三
・
四
合
併
競
、
沖
縄
豚
立
国
書
館
史
料
編
集
室
、

一
九
九
二
年
)
。

(
組
)
『
槍
案
三
編
」
、
六
七
七
l
六
七
九
頁
。

(
お
)
『
賓
案
』
一
一
一
十
二
二
、
憂
大
本
第
十
五
、
八
六
九
四
頁
、
八

六
九
六
l
八
六
九
七
百
九
O

『
支
那
加
封
使
来
琉
諸
記
』
下
巻
(
鹿
児

島
豚
立
国
書
館
蔵
書
、
完
本
)
生
寸
参
照
。

(
鉛
)
西
里
・
前
掲
室
田
所
載
「
琉
球
王
国
末
期
の
内
政
と
外
交
」
参
照
。

」

(
釘
)
余
城
正
篤
「
頒
封
論
・
領
封
論
」
『
第
一
二
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史

に
闘
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
(
沖
縄
豚
立
同
書
館
、
一
九
九

六
年
)
o

な
お
、
清
代
に
は
領
封
論
は
浮
上
せ
ず
、
頒
封
論
が
「
不

動
の
も
の
と
な
っ
た
」
と
の
金
城
氏
の
認
識
は
誤
り
で
あ
る
。

(
∞
∞
)
『
槍
案
五
編
』
六
l
七
頁
。
『
清
史
稿
』
四
入
所
・
停
「
属
閥
こ

(
中
華
書
局
、
一
四
六
一
八
頁
)

0

「
世
強
巴
八
『
叢
書
』
四
、
二
一

一
一
一
!
一
二
六
頁
。

(
鈎
)
「
鄭
姓
家
譜
」
「
那
覇
市
史
」
資
料
篇
第
一
審
六
、
七

O
一
1
(

七

。
二
頁
。

(
川
別
)
(
但
)
「
球
陽
』
巻
二
ト
二
、
原
文
編
四
九
八
百
八
、
五

O
四
頁
等
。

(
児
)
豊
見
山
和
行
「
琉
球
園
に
お
け
る
冠
船
貿
易
に
つ
い
て
」
『
第
六

居
中
琉
歴
史
闘
係
血
甲
子
術
検
討
命
日
文
集
」
(
二

0
0
0年
)

0

(
幻
)
「
球
陽
』
附
巻
四
、
原
文
編
六
二
六
頁
。

(
似
)
「
救
使
御
迎
大
夫
呉
川
米
里
親
方
日
記
」
『
歴
代
賓
案
研
究
』
第

三
・
四
合
併
競
。

(
釘
)
「
評
定
所
文
書
』
一
、
三
七
九
頁
。

(
M
m
)

「大

H
本
維
新
史
料
』
第
一
編
ノ
一
一
一
(
明
治
書
院
、
一
九
三
九

年
)
、
四
四
七
1

四
四
八
頁
。

(
幻
)
「
島
津
斉
彬
言
行
録
」
巻
之
二
、
八
六
l
八
九
頁
。
『
倫
泰
侯
賓

録
』
一
一
一
八
l
一
二

O
頁
。
喜
舎
場
朝
賢
「
琉
球
三
一
免
録
」
『
琉
球

見
開
銀
』
一
五
一
一
一
l
一
五
八
百
円
。
『
鹿
児
島
牒
史
』
第
三
巻
、
一
八

一
一
一
!
一
八
四
頁
。
な
お
、
薩
摩
藩
に
よ
る
閥
王
廃
立
の
噂
が
暖
か
れ

て
い
た
安
政
六
(
五
九
)
年
八
月
、
向
泰
は
議
旨
を
下
し
「
近
年
、

反
逆
的
な
従
黛
が
利
己
心
に
駆
ら
れ
て
人
心
を
惑
わ
し
謀
叛
を
企
て

て
い
る
と
の
風
聞
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
大
臣
・
諸
士
に
封
し
て

十

「
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「
忠
誠
を
渇
す
」
ょ
う
要
求
し
て
い
る
事
賓
に
注
目
し
た
い
(
『
球

陽
」
原
文
編
、
五
二
八
l
五
二
九
頁
)
。

(
ω
m
)

喜
合
場
・
前
掲
書
一
五
三

1
一
五
八
百
八
0

『
向
泰
侯
(
貫
録
」
一
一
一
一

八
!
一
四
O
頁
。
な
お
、
員
境
名
安
血
ハ
に
よ
れ
ば
、
安
政
五
年
の
時

黙
で
、
琉
球
内
部
に
も
紫
金
大
夫
の
林
文
海
(
城
間
親
友
)
の
よ
う

に
、
斉
彬
の
内
政
干
渉
を
受
け
容
れ
、
「
支
那
と
朝
貢
を
絶
ち
て
、

我
本
上
〔
日
本
〕
と
併
合
統
一
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
論
断
」
し
た
人

物
が
い
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
論
擦
と
し
て
提
示
さ
れ
た
林
文
海
の

一
文
は
「
異
端
を
退
り
ぞ
け
て
正
学
を
崇
ぶ
こ
と
能
は
、
さ
れ
ば
、
後

ち
威
勢
の
制
す
る
所
と
矯
り
、
尤
め
を
日
本
に
招
き
、
貢
を
天
朝
に

絶
ち
、
枇
稜
保
ち
難
し
」
と
い
う
も
の
で
、
異
境
名
は
林
文
海
の
一

文
を
全
く
誤
解
し
た
上
で
日
本
と
の
「
併
合
統
こ
を
主
張
し
た
人

物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
歪
曲
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
符
な
い
。
林

文
海
は
日
琉
関
係
と
中
琉
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

琉
球
の
「
枇
稜
保
ち
難
し
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
円
本

と
の
「
併
合
統
こ
論
者
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
異
境

名
の
こ
の
大
い
な
る
誤
解
は
そ
の
ま
ま
安
良
城
盛
昭
に
も
継
承
さ
れ

て
今
H
に
至
っ
て
い
る
(
員
境
名
安
興
『
沖
縄
現
代
史
』
一
五
l

一

六
頁
、
琉
球
新
報
枇
、
一
九
六
七
年
。
安
良
城
盛
昭
「
琉
球
慮
分

論
」
『
新
・
沖
細
史
論
』
一
七
九
頁
以
下
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
祉
、
一

九
八

O
年
)

0

(ω)
な
お
、
一
八
六
六
(
慶
際
二
)
年
の
命
泰
朋
封
の
時
黙
で
も
、
薩

摩
藩
や
江
戸
幕
府
は
日
琉
閥
係
の
隠
蔽
方
針
を
踏
襲
し
、
琉
球
の
所

属
(
主
権
)
問
題
に
つ
い
て
は
、
釘
外
的
に
清
固
に
到
し
て
だ
け
で

な
く
欧
米
列
強
に
封
し
で
も
、
沈
歎
し
績
け
て
い
た
こ
と
に
留
意
し

709 

」

て
お
き
た
い
。

(
別
)
安
岡
昭
男
『
日
本
近
代
史
増
補
新
版
』
(
雲
林
書
房
、
平
成
元

年
)
一
三
四
頁
o

三
一
宅
雪
嶺
『
同
時
代
史
』
第
一
巻
(
岩
波
書
居
、

昭
和
四
二
年
)
、
一
二
五
頁
等
参
照
。

(
肌
)
安
良
城
・
前
掲
書
一
八
一
頁
。
な
お
、
安
良
城
は
「
版
籍
奉
還
の

過
程
を
放
い
た
ま
ま
廃
藩
置
燃
が
強
行
さ
れ
た
と
い
う
論
貼
」
を
強

調
し
、
琉
球
慮
分
を
「
版
籍
奉
還
な
き
廃
藩
置
牒
」
と
特
徴
づ
け
て

い
る
。

(
即
)
「
向
泰
侯
賓
銭
』
一
七
七
l
一
七
八
頁
。

(m)
同
県
境
名
安
血
ハ
に
よ
れ
ば
、
「
宙
時
の
碩
皐
東
凶
血
ハ
(
津
波
古
親
方

政
正
)
の
如
き
は
、
明
治
四
年
に
於
け
る
各
藩
の
廃
藩
置
燃
の
庭
分

を
観
て
、
沖
縄
の
将
来
を
端
摩
し
、
視
察
員
を
内
地
の
藩
に
派
遣
し

て
、
其
の
状
況
を
調
査
せ
し
め
、
寧
ろ
我
よ
り
進
ん
で
、
版
籍
奉
還

を
筋
す
を
以
て
、
沖
縄
の
凶
盆
な
り
と
主
張
し
、
献
策
す
る
所
あ
り

し
も
、
常
時
の
園
論
は
之
を
、
腐
儒
迂
人
の
言
と
し
て
一
顧
を
奥
え

ら
れ
ざ
り
き
と
い
ふ
」
と
し
て
、
明
治
四
年
の
時
姑
で
、
束
園
興
は

自
主
的
な
版
籍
奉
還
論
を
主
張
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
(
『
沖
縄
現
代
史
』
一
六
頁
)
o

し
か
し
、
異
境
名
は
典
擦
を
明

記
し
て
お
ら
ず
、
他
方
で
、
明
治
一
一
一
年
の
廃
琉
置
豚
の
直
前
で
も
、

東
園
興
は
「
後
進
輩
に
訓
ゆ
る
に
支
那
崇
拝
を
止
め
て
、
日
本
に
従

ひ
琉
球
の
枇
稜
の
存
績
を
園
れ
と
詠
せ
り
」
と
い
う
記
録
も
存
在
す

る
こ
と
か
ら
(
向
球
『
廃
藩
賞
時
の
人
物
」
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇

第
二
巻
中
四
、
六
三
六
l
六
三
七
頁
参
照
)
、
津
波
古
は
琉
球
H

日

本
専
属
論
者
で
は
あ
っ
て
も
、
自
主
的
な
版
籍
奉
還
論
者
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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(
別
)
『
向
泰
侯
賓
録
』
一
八
一
一
一
、
l
i
l
t

、
一
八
七
頁
。

(m)
「
史
料
稿
本
」
「
那
覇
市
史
』
資
料
編
第
二
巻
中
四
、

二
二
頁
(
以
下
、
「
稿
本
」
『
ぃ
巾
史
』
と
略
記
)

0

(
胤
)
『
山
間
泰
侯
賓
録
』
二

O
O
l
二
O
三
頁
。

(
即
)
『
琉
球
庭
八
刀
」
、
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』
第
四
谷
、
一
九
百
円
(
以

下
、
『
明
治
叢
書
』
四
と
略
記
)

0

(
邸
)
安
岡
昭
男
『
明
治
維
新
と
領
土
問
題
』
(
教
育
刷
、
昭
和
五
五
年
)

参
照
。

(
即
)
(
山
)
『
明
治
叢
書
』
四
、
八
l
九
頁
。

(
山
)
な
お
、
こ
の
前
後
に
、
山
豚
有
朋
も
封
清
外
交
L
L

・
園
際
法
L
L

の

親
知
か
ら
、
清
岡
と
交
渉
し
て
琉
球
の
日
本
専
属
を
認
め
さ
せ
る
べ

し
と
論
じ
て
い
た
(
安
岡
昭
男
「
山
牒
有
朋
の
琉
球
論
策
」
『
明
治

前
期
H
清
交
渉
史
の
研
究
』
参
照
)

0

(
四
)
金
城
正
篤
「
官
官
旦
湾
事
件
(
一
八
七
一

1

七
四
年
)
に
つ
い
て
の
一

考
察
|
|
琉
球
庭
分
の
起
蛤
と
し
て
|
|
」
『
琉
球
庭
分
論
」
(
沖
縄

タ
イ
ム
ス
世
、
一
九
七
九
年
)

0

・
な
お
、
蓋
湾
出
兵
の
情
報
が
惇
わ

る
と
、
琉
球
嘗
局
は
向
泰
皿
川
封
直
前
の
壬
申
(
明
治
五
)
年
九
月
四

日
、
基
湾
出
兵
中
止
要
請
の
陳
情
書
を
提
出
し
て
い
る
(
『
向
泰
侯

'
一
貫
録
』
二

O
四
l
二
O
五
頁
)

0

(
出
)
小
風
秀
雅
「
華
夷
秩
序
と
日
本
外
交
」
『
明
治
維
新
と
ア
ジ
ア
』

(
古
川
弘
文
館
、
二

0
0
一年)。

(
山
)
明
治
六
年
四
月
の
時
黙
で
、
琉
球
側
か
ら
「
渡
唐
船
仕
出
改
其
他

何
」
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
外
務
省
出
張
所
の
伊
地
知
貞
馨
は
「
日
厄

迄
之
振
合
ヲ
以
取
扱
置
(
中
略
)
其
藩
官
員
ニ
テ
規
則
通
可
取
計
」

と
指
示
し
て
い
る
(
『
明
治
叢
書
』
四
、
四
七
百
ハ
)
。

(
凹
)
(
山
)
『
明
治
叢
書
』
四
、
二
一
一
良
、
二
八
頁
。

(
山
)
(
山
)
「
稿
本
」
『
市
史
』
一
二
四
頁
、
二
一
五
頁
。

(
凹
)
「
明
治
叢
書
』
四
、
八
九
l
九
O
頁。

(m)

「
琉
球
藩
雑
記
』
、
『
沖
細
牒
史
』
第
十
四
山
菅
「
雑
纂
こ
。

(
凹
)
「
明
治
叢
書
』
四
、
五
O
l
五
一
頁
。

(
四
)
「
稿
本
」
『
市
史
』
一
一
一
一
頁
。

(
邸
)
(
凶
)
『
明
治
叢
書
』
四
、
二

O
三
頁
以
下
。
西
里
編
『
琉
球
救
園

請
願
書
集
成
」
(
法
政
大
墜
沖
縄
文
化
研
究
所
、
一
九
九
二
年
)
参

uuロ凶
O
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collectors and form a collection that rivaled their own. Behind this success was the

solidarity of his family who operated in the same business, a surplus of funds, and

the existence of widely exercised capacity for action and a network of information.

On the other hand, for Jiang Shaoshu and other literati, it was necessary to

have the opportunity to appreciate a great number of antiques and works of art in

order to attain fame and acuity as elite connoisseurs. Moreover, in regard to the

enormous number of works of art circulating in the art market, grasping the latest

information on trends at the earliest possible moment, and becoming well versed

in the prices of works were important preconditions. To this end, the merchants

who played the role of go-betweens, introducing their many objects and much

information to collectors in each locality, were indispensable to the literati.

Additionally, from the merchants' point of view, receiving the assurance of value

of works of art from the literati was of course of great benefit in doing business.

Jiang Shaoshu maintained the pose of disdaining the commercialization of the

fancy for the accoutrements of the studies of the literati as a step down the road

to decadence and the philistines who frenzied after them, but literati and the

merchants of arts and antiques had a mutually dependent, symbiotic relationship.

In order to spend their lives indulging their tastes, the elite literati required the

merchants of Huizhou as indispensable partners, and Wang Yueshi was the

consummate example of such a person.

A RECONSIDERATION OF CHINESE, JAPANESE AND RYUKYUAN

RELATIONS IN THE XIANFENG-TONGZHI (MEIJI

RESTORATION) PERIOD: THE PROBLEM OF

THE INVESTITURE OF SHOH TAl AND

ITS BACKGROUND

NISHIZATO Kika

The turbulent period of the Xianfeng-Tongzhi eras of the Qing dynasty and of

the Meiji Restoration in Japan had a profound impact on the Ryukyu kingdom as

well, inducing simultaneously many problems that troubled relations between the

Ryukyu kingdom and both China and Japan. In this study, I first focus on the

problems regarding of dispatching of Ryukyuan embassies to Beijing and Edo and

secondly on the investiture of Shoh Tai f5j~ by the Qing and Meiji emperors and

the many problems associated with it. I consider the reality of the unprecedented

- 44-

IL

Ii



~I

II

"-*i-¥: 5!:.1iJfJ'E *~+lm~ *lm~ 2006' 03 ~tx:

~

"alteration" in China-Japan-Ryukyu relations, the character of policies of the

authorities in Japan, China, and the Ryukyu kingdom, and the historical significance

of the problem of the investiture of Shoh Tai, which is related to the existence of

the Ryukyu kingdom. The major points of the argument are as follows.

Regarding the first problem of the embassies, I argue that first due to the

turmoil caused by of Taiping armies and the like, delegations from the Ryukyu

kingdom had great difficulty in traveling to Beijing and in the tenth year of the

Xianfeng era and the first year of the Tongzhi era, they were finally cancelled, but

the Ryukyuan embassy fervently sought to visit Beijing without concern for such

risks. Secondly, I note that the Qing authorities had weighed the increase in the

risks and costs that were associated the Ryukyuan embassy to Beijing and had

considered a policy of cancellation, but Ryukuan hopes could not be ignored in

order to maintain the place of the Ryukyu kingdom in the traditional order.

Thirdly, I found that ultimate cancellation of an embassy to Edo from the Ryukyu

kingdom to congratulate the Tokugawa shogun on his accession to office, which

had been planned twice, resulted from political considerations between the Edo

bakufu and the Satsuma domain. Fourthly, the Ryukyuan authorities hesitated to

dispatch an embassy after the Ansei era due to considerations of the costs and

risks associated with sending an embassy to Edo, and particularly out of fear of

being viewed by the Westerners residing in Edo.

In regard to the second problem of the investiture, I first note that the Qing

emperor invested Shoh Tai after he had already been on the throne for 19 years,

and the Meiji emperor did the same six years later, and in both cases the

continued existence of the Ryukyu kingdom was an inherent problem. Secondly, I

argue that behind the Ryukuan authorities fervent desire to receive the investiture

from the Qing embassy despite their awareness of the unavoidable risks to stable

rule and the enormous political and economic costs was the necessity of carrying

out the investiture of Shoh Tai by the Qing emperor and maintaining and

strengthening the lord-client relationship between the Qing and Ryukyu states as a

foundation to resist the pressures form the Western powers and the Satsuma

domain and as a plan to resurrect Shoh Tai as a unifying force in the Ryuku

kingdom. Thirdly, I find that Shoh Tai's investiture by Emperor Meiji was not

predicated on a request from the Ryukyuan side, but was a unilateral,

unprecedented device designed to alter the position of Shoh Tai, and became a

turning point in Japan-Ryukyu relations. Fourthly, I note that in order to placate

the Ryukyuan authorities, foreign minister Soejima mU!i!J feigned acceptance of the

dual subordination of the Ryukyu Kingdom to the Qing dynasty and Japan and
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promised not to alter the current situation, but the Meiji government later labored

to discard Soejima's promise.

THE FORMATION OF THE SYSTEM OF TELEGRAPHIC IMPERIAL

EDICTS AND MEMORIALS IN THE LATE QING: ON THE

INTRODUCTION OF TELEGRAPHIC

COMMUNICATIONS IN THE QING

POLITICAL SYSTEM

CHIBA Masashi

The introduction of telegraphic communications revolutionized the system of

transmission of political information. By the late Qing period, memorials and edicts

had already been conveyed by telegraph, and a system of telegraphic memorials

m* and edicts m~~i<§' was established. The topic of this study is the question

of how his system of transmitting information by telegraph was established within

the Qing political system.

The establishment of an overseas communications system that accompanied

the first dispatch of diplomatic officials to foreign countries in the latter half of the

1870s was the initial occasion for the development of the system. With the

appearance of the new circumstances of bureaucrats stationed abroad needing to

communicate with the home government, the telegraph became the means of

communication employed. It was actively used at the time of the negotiations over

the IIi 1jt~ problem with Russia, but during the first round of negotiations in 1879

it was not possible to communicate with Chonghou :*W, in Russia, and this led to

his concluding the treaty on his own. On the basis of this failure, in the second

negotiations of 1880 a system for telegraphic transmission of directives from the

home government was established. The first time a edict was sent by telegraph

was one conveyed to Zeng ]ize iW*2.i$ in Russia. On the other hand, this active

use of the telegraph for this sort of foreign communications heightened awareness

of the necessity of expediting domestic communication. The IIi problem served as

the occasion for the start of the building of domestic telegraphic facilities in

earnest. Subsequently, the telegraph came to be used for domestic

communications, but the occasion for its regular development was the

strengthening of the communications system required by the increasing urgency of

the Vietnam situation. In this manner, around the time of the outbreak of the war
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